
08：45～09：00 ● 太鼓披露
09：00～09：20 ● 神輿練り歩き
09：30～10：00 ● 開会式（オープニングセレモニー）
10：00～10：40 ● 押原中学校吹奏楽部［演奏］
10：50～11：00 ● 押原中学校ダンス部
11：00～11：20 ● 大道芸1
11：20～12：00 ● ナンバーワン戦隊ゴジュウジャー ショー（1回目）

午前の部
12:10～12:35 ● 町民ふれあいオンステージ
12:35～12:55 ● 大道芸2
13:05～13:45 ● お笑いステージ・パックンマックン
13:55～15:20 ● ふれあいコンサート 1st 田中アキラ（13:55～）

2nd 水森かおり（14:20～）
15:20～16:00 ● ナンバーワン戦隊ゴジュウジャー ショー（2回目）

午後の部

シャトルバスを運行します！
西条小学校及び常永小学校の校庭が臨時駐車場として使用出来ます。
シャトルバスが臨時発着しますのでご利用ください。

２０２５年10月12日日 9時～16時

押原公園「ゆめパーク昭和」
清水新居公民館

常永
小学校

総合
体育館

西条
小学校

水森かおり

■主催：昭和町ふるさとづくり推進委員会　■後援：昭和町

昭和町文化祭
同
時
開
催

第58回

●開催場所 昭和町総合会館
●開催期間 10月10日㊎～13日㊊㈷

食コーナー！
地元商工会の

販売開始は10：00～

ふ
る
さ
と

ふ
れ
あ
い
祭
り

第　
回

昭
和
町

34

パックンマックン 田中アキラ

ナンバーワン戦隊ゴジュウジャー  ショー

（１回目）11:20～
（２回目）15:20～
《ショーとサイン会》場所:メインステージ

観覧無料

©テレビ朝日・東映ＡＧ・東映

青空と緑と産業のまち

広報しょうわ　10 月号

c o n t e n t s
02　第 34 回昭和町ふるさとふれあい祭り
04　支えあいのまちづくりフォーラム
05　各種お知らせ（キャッシュレス納税 ほか）
08　まちのわだい
21　暮らしの情報 ほか
24　わが家のアイドル、みんなの食育 ほか

令和 7 年 10 月 1 日発行 
町の鳥：ひばり　町の花：れんげ　町の木：乙女椿

人　口	21,470 人 [790] (+42 [+14])
　男	 10,756 人 [353] (+24 [+　9])
　女	 10,714 人 [437] (＋18 [+　5])
世帯数	 9,917 戸 [421] (+26 [+11])

まちの動き 9 月 1 日現在（前月比）
※内、[　] は外国人数
※平成 24 年 7 月 9 日

から人口・世帯数は
外国人住民を含んだ数

今
年
も
こ
の
日
が
や
っ
て
く
る
！

第
34
回
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り



○○  日　時	日　時	 1010月月1212日日（（日）日）
　　　　　午前９時～午後4時　　　　　午前９時～午後4時  （雨天決行）（雨天決行）

○○  場　所	 押原公園「ゆめパーク昭和」場　所	 押原公園「ゆめパーク昭和」
	 　   	 　   （昭和町押越1500-1）（昭和町押越1500-1）

第34回

昭和町 
ふるさとふるさと
ふふれれああいい祭祭りり

手
を
つ
な
ぎ

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

輝
く
昭
和

　

お
祭
り
会
場
付
近
へ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
。会
場
周
辺
の
駐
車
場
・
駐
輪
場
は
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
ご
利
用
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

［
運
行
ル
ー
ト
］

　
西
条
小
学
校　
　
　
　
　
総
合
体
育
館

　
常
永
小
学
校　
　
　
　
　
総
合
体
育
館

　
清
水
新
居
公
民
館　
　
　
総
合
体
育
館

※
各
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
発
着
時
間
は
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⇔⇔⇔

　

昭
和
町
文
化
協
会
で
は
、昭
和
町
ふ
る
さ
と
ふ
れ

あ
い
祭
り
の
開
催
日
を
含
む
10
月
10
日（
金
）夜
か
ら

13
日（
月
・
祝
）午
前
中
ま
で
の
４
日
間
、総
合
会
館

で「
第
58
回 

昭
和
町
文
化
祭
」を
開
催
し
ま
す
。多
く

の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課（
☎
２
７
５
‐
８
６
４
１
）

第
58
回

　
昭
和
町
文
化
祭
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押原小学校

ふれあい祭り会場ふれあい祭り会場

役場

総合会館
文化祭会場

総合体育館 正法寺正法寺

県
道
甲
府
市
川
三
郷
線

昭和押原公園
｢ゆめパーク昭和｣
押原公園
｢ゆめパーク昭和｣

中
央
自
動
車
道

安協本部安協本部

昭

和バ
イパ
ス

P

→

→
←

P

P

P

P

P

図書館図書館押原中学校押原中学校→
←

→
←

→
←

→

→

←

←

シャトルバス進入路

障害者用障害者用

昭和町
消防団

消防団本部消防団本部 駐輪場
（自転車）
P

駐輪場P

※正法寺側から
　のみ入れます。

シャトルバス
停留所

シャトルバス
停留所

交通規制の時間帯
午前8時30分～午後5時

車両進入禁止区域
注
　
意

♦	

ペ
ッ
ト
同
伴
禁
止

　

	

＊
会
場
内
に
犬
猫
等
を
連
れ
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

♦	

会
場
内
禁
煙

　

	

＊
喫
煙
は
指
定
の
喫
煙
所
で
お
願
い
し
ま
す
。

♦	

自
転
車
進
入
禁
止

　

	

＊
自
転
車
は
指
定
の
駐
輪
場
に
駐
輪
し
て
く
だ
さ
い
。

♦	

指
定
場
所
以
外
の
駐
車
禁
止

　

	

＊
近
隣
商
業
施
設
や
道
路
に
は
絶
対
に
駐
車
し
な
い

　

	　
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

  　
企
画
財
政
課　
（
☎
２
７
５ 

‐
８
１
５
４
）

昭和町公式
LINE で
ふれあい祭りの
情報を確認する
ことができます。
ぜひ
ご登録ください！

田中アキラ

メインステージプログラム

吉田さんちの大道芸

はんで、えべし。お祭りへ！

ナンバーワン戦隊ゴジュウジャー ショー
観覧無料

（１回目）11:20 ～（２回目）15:20 ～
《ショーとサイン会》
場所:メインステージ

©テレビ朝日・東映ＡＧ・東映

水
森
か
お
り

水
森
か
お
り

パックンマックン

時　　　間 催　　　　　　物
8:45 ～   9:00 太鼓披露
9:00 ～   9:20 神輿練り歩き
9:30 ～ 10:00 開会式（オープニングセレモニー）
10:00 ～ 10:40 押原中学校吹奏楽部［演奏］
10:50 ～ 11:00 押原中学校ダンス部
11:00 ～ 11:20 大道芸1

11:20 ～ 12:00 ナンバーワン戦隊ゴジュウジャー ショー
（1回目）

12:10 ～ 12:35 町民ふれあいオンステージ
12:35 ～ 12:55 大道芸2

13:05 ～ 13:45 お笑いステージ
  ・パックンマックン

13:55 ～ 15:20
ふれあいコンサート
  1st  田中 アキラ（13:55 ～）
  2nd 水森 かおり（14:20 ～）

15:20 ～ 16:00 ナンバーワン戦隊ゴジュウジャー ショー
（2回目）

　今年も町を挙げての一大イベント「第 34 回 昭和町ふるさとふれあい
祭り」を10 月12 日（日）に開催します。
　歌手の水森かおりさんをはじめ、地元にゆかりのあるミュージシャンを
迎えてのコンサートのほか、押原中学校吹奏楽部の演奏やパックンマック
ンさんのお笑いステージ、子どもたちに人気のキャラクターショー、動物
のひろば、各種団体による模擬店など、楽しい催し物をご用意しています。
　爽やかな秋の一日、皆さまどうぞお誘いあわせてお越しください。
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参加無料事前申込

令和 7年度

えあいのまちづくりフォーラム
昭和町総合会館
2階　軽運動室 11月15日（土）

第 2部
みんなでワイワイ楽しもう！
しょうわマッチングゲーム・意見交換

福祉介護課 介護保険係　 ☎ 055-275-8784

町社会福祉協議会　　　  ☎ 055-275-0640

お 申 込 用

QR コード

～支えあい　つながろう　明るい未来へⅢ～

お申し込み

問い合わせ

支
会
場

日
時

あなたのまちの支えあい
SHOWA

支えあいマ
ップ 昭和町生活支援体制整備事業

　徐々に広がりを見せている昭和町の『支えあいの
輪』。住み慣れた地域でいつまでも安心して暮らし続
けるために、身近な支えあいは大切です。あなたの
身近にある支えあいの場に参加してみませんか？

地図中の❶～❺は、第３層協議体といい、実際
に地域で支えあい活動を行っているグループです。

❶バラエティ　
 スマイルカフェ

❷みんなの茶の間 
『SUNSUN ごご』

子どもから大人まで、全世代
を対象に、地域の人が学べる・
楽しめるイベントを開催。
◒場所：西条一区公会堂
◒開催日時 ： ３ヵ月に１回
　　　　    午前 10 時～正午
（回覧等でお知らせ）

囲碁・将棋・健康麻雀・映
画鑑賞・手芸など、趣味や娯
楽を通して交流する居場所。
◒場所：築地新居区公会堂
◒開催日時：毎月第 4 月曜日
　　　　    午後1時半～４時

❹支え愛の
一心助け隊

❸歌とくつろぎ
カフェ

❺言いっぱなし聞きっぱなし
上二やまびこカフェ

飯喰区内の高齢者等のちょっ
とした生活の困りごとをお助
けします。（病院送迎、庭の
除草、ゴミ出しなど）
◒場所：ご自宅等
◒活動日：ご相談ください。

カラオケを楽しみながら、聞
いて歌って語って交流できる
集いの場。
◒場所：河東中島区第１公会堂
◒開催日時：毎月初旬

（回覧等でお知らせ）
　　　　    午前 9 時～11 時

自由に過ごせる居心地のいい
空間で、レクレーションや趣
味を楽しむカフェ。
◒場所：上河東二区集会所
◒開催日時：毎月第２月曜日
　　　　　  午後 1 時～３時

第２層協議体は、地域をよ
りよくするため、強みや課題を
把握し、支えあいについて考
える場です。

西条地区
第２層協議体
さわやか西条

押原地区
第２層協議体
サポート押原

常永地区
第２層協議体
ゆめの常永

町全体の支えあいを考える
第１層協議体
地域ケア会議

清水新居

西条一区

西条新田

西条二区
押越

紙漉阿原
河東中島

築地新居

飯喰

上河東

河西 上河東
二区

❶

❸
❷
❹

午後1時30分〜3時30分
【受付：午後1時〜】

①講　　演	 「さりげないつながりが生む、安心の地域づくり」
	 	 ～社会的処方の視点で考える孤立・孤独予防～
	 	 講師 地域支え合いプロジェクトアドバイザー・作業療法士　保坂 和輝 氏

②活動紹介	 歌とくつろぎカフェ	 代表	 神宮寺 良吉 氏 
	 	 みんなの茶の間『SUNSUNごご』	 代表	 磯部 　幸廣 氏
	 	 バラエティスマイルカフェ	 代表	 野澤 　初彦 氏

第 1部

参加者全員に

記念品を

プレゼント♪

●❺

広報しょうわ　令和 7 年 10 月号   4



■利用開始日　　　　10月1日（水）

■利用できる窓口　　町民窓口課・税務課

■対象となる手数料
　町民窓口課で発行している各種証明書（住民票の写し、戸籍謄本、
印鑑証明書等）及び、税務課の税証明書などの発行手数料

■利用上の注意事項
・現金とキャッシュレス決済の併用はできません。
・窓口での電子マネーのチャージ（入金）はできません。
・ポイントでのお支払いはできません。
・一括払いのみで分割払いはできません。
・電子マネーを利用した場合の返金はできません。
・通信状況により、現金でのお支払いをご案内する場合があります。

証明書発行手数料証明書発行手数料のの
キャッシュレス決済がはじまりますキャッシュレス決済がはじまります

問い合わせ　町民窓口課　☎275-8264

Visa、Master Card、JCB、
A M E X 、 D i n e r s  C l u b 、
Discover、UnionPay（銀聯）

クレジットカード

QRコード決済

電子マネー

交通系電子マネー

PayPay、auPAY、ｄ払い、
Ｊ- CoinPay、メルペイ、楽天
ペイ、銀聯QR、WeChatPay、
JKOPAY、Alipay+

iD、QUIC Pay、WAON、
nanaco、楽天Edy

Su i c a、PASMO、Ki t a ca、
TOICA、manaca、ICOCA、
SUGOCA、nimoca、はやかけん
※PiTaPaはご利用いただけません。

利用できる決済サービス利用できる決済サービス

町民窓口課で支払う証明書の発行手数料に、クレジットカード、QRコード決済・
電子マネーが利用できるようになります。

「返礼品なし」でのふるさと納税を募集しています「返礼品なし」でのふるさと納税を募集しています
　昭和町では、ふるさと納税のより効果的な活用を目的として、「返礼品なし」
を新たに追加し、応援寄付金の募集を行っています。
　このメニューを選ぶと返礼品は受け取れませんが、通常のふるさと納税の制
度は適用されます。また、返礼品を受け取らないので、昭和町に住民票のある方
も町へのふるさと納税が可能となり、寄付金収入として、安定した財政運営に
貢献できます。さらには、寄付の使い道を選ぶことで、町民の皆さま自身が望む
まちづくりに直接関わることができます。
　皆さまのあたたかいご支援を心よりお待ちしております。

下記の①～⑥の中から「使い道」を選ぶことができます。
① 子育て支援・教育環境の充実に関連する事業
② 誰もが安心して、健康に生活できるまちづくりに関連する事業
③ 地域経済の活性化に関連する事業
④ 安全・安心なまちづくりに関連する事業
⑤ 登録有形文化財「風土伝承館 杉浦醫院」の維持・運営に関連する事業
⑥ 特に指定しない（町長におまかせ）

問い合わせ　ふるさと納税推進課　☎234-5220
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令
和
8
年
度 

保
育
園
等
入
園
申
し
込
み
に
つ
い
て

  

入
室
対
象
者

　
令
和
8
年
度
に
小
学
校
１
～
６
年
生
に
な
る
児
童

で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

　
● 

ひ
と
り
親
就
労
家
庭

　
● 

両
親
就
労
家
庭

　
● 

日
中
保
護
者
の
い
な
い
家
庭

  

申
込
書
の
入
手
方
法

　
10
月
1
日
（
水
）
か
ら
、
通
学
（
予
定
）
小
学
校
区

に
お
け
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
児
童
館
・
児
童
セ
ン

タ
ー
）
で
配
布
し
ま
す
。

  
申
込
書
の
提
出
期
間

　
令
和
7
年
１1
月
4
日（
火
）
～
１4
日（
金
）

　
※
締
切
り
期
日
は
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
申
込
書
等
の
提
出
は
、
通
学
（
予
定
）
小
学
校
区
に

お
け
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
児
童
館
）
へ
保
護
者
の

方
が
直
接
持
参
し
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

  

利　
用　
料    

  

２
０
０
０
円
／
月

  

預
か
り
時
間

　
平
日
は
小
学
校
授
業
終
了
後
～
午
後
６
時
30
分

　
（
月
１
回
土
曜
日
預
か
り
有
）

※
長
期
休
業
期
間
（
夏
休
み
等
）
の
小
学
校
休
校
時
の

平
日
は
、
午
前
８
時
か
ら
午
後
６
時
３
０
分
ま
で

※
夏
休
み
等
の
土
曜
日
は
休
室
。
夏
休
み
等
の
み
の
利

用
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

  

問
い
合
わ
せ

押
原
児
童
館
（
押
原
小
学
校
区
）（
☎
２
７
５
‐
６
４
６
２
）

西
条
児
童
館
（
西
条
小
学
校
区
）（
☎
２
７
５
‐
９
６
１
６
）

常
永
児
童
館
（
常
永
小
学
校
区
）（
☎
２
７
５
‐
０
３
５
８
）

児
童
セ
ン
タ
ー
（
西
条
小
学
校
区
で
清
水
新
居
に

　
　
　
　
　
　

  

お
住
ま
い
の
方
）（
☎
２
３
３
‐
１
１
５
２
）

子
育
て
支
援
課　
　
児
童
館
統
括
係	

（
☎
２
６
７
‐
５
２
５
５
） 

※	

利
用
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
各
児
童
館
・

児
童
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
保
護
者
が
日
中
に
就
労
や
疾
病
の
た
め
留
守
を
し
て
い
る
家
庭
の
児
童
（
小
学

生
）
を
対
象
に
、
放
課
後
や
夏
休
み
等
の
児
童
の
預
か
り
を
行
う
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
に
入
室
を
希
望
さ
れ
る
方
（
現
在
入
室
の
方
を
含
む
）
は
左
記
の
と
お
り
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

令
和
8
年
度 

昭
和
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
児
童
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

来
年
４
月
か
ら
、
新
た
に
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
（
２
・
３
号
）
等
へ
の
入
園
を

希
望
す
る
お
子
様
の
申
込
手
続
き
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
入
園
資
料
を
ご
確
認

い
た
だ
き
、
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
園
の
概
要
や

見
学
等
に
つ
い
て
は
、
直
接
各
園
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

認定こども園

押原こども園 昭和町押越 84 （☎ 275-6878）
ふるるこども園 昭和町築地新居 2289-5 （☎ 298-4130）
昭和こども園 昭和町西条 4185-2 （☎ 275-4252）
富士桜学院 昭和町押越 766 （☎ 240-7722）
げんき夢こども園 昭和町河東中島 748-2 （☎ 268-5577）

保育園
常永保育園 昭和町河西 743-1 （☎ 275-6464）
上河東保育園 昭和町河西 1608-1 （☎ 275-3588）
第二上河東保育園 昭和町上河東 521 （☎ 275-3846）

小規模保育 押原きっず 昭和町押越 22-1 （☎ 288-0030）
昭和コティ保育園 昭和町西条 2264-1 （☎ 215-7918）

  

入
園
資
料
配
布
場
所

　
町
内
各
保
育
園
、認
定
こ
ど
も
園
等
お
よ
び
子
育

て
支
援
課　
※
10
月
1
日（
水
）以
降
予
定

  

申
込
書
提
出
日

　
日 

時　
11
月
12
日（
水
）・
13
日（
木
）

	

正
午
～
午
後
６
時

　
　
　
　

※
時
間
内
に
提
出
で
き
な
い
場
合
は
、

　
　
　
　
　

 

事
前
に
園
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
場 

所　
第
一
希
望
の
保
育
園
ま
た
は

	

認
定
こ
ど
も
園
等
（
下
表
参
照
）

　
※
町
外
園（
２・
３
号
）へ
の
申
し
込
み
を
希
望
す

る
方
は
、施
設
が
所
在
す
る
市
町
村
の
申
し
込

み
締
め
切
り
日
の
1
週
間
前
ま
で
に
子
育
て

支
援
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※	

認
定
こ
ど
も
園
（
１
号
）
を
希
望
す
る
方
は
、

直
接
園
へ
入
園
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

  

問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課
（
☎
２
６
７
‐
５
２
５
５
）

事
務
手
続
き
に
関
す
る
ご
質
問
は
子
育
て
支
援
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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満88歳のみなさん

問い合わせ　　福祉介護課　長寿社会係（☎２７５‐８７８４）

　９月２５日（木）、満８８歳の米寿を迎えられた方々へ、町からの米寿祝いとし
て「米寿祝金」が贈られました。皆様の一層のご長寿をお祈りいたします。
　米寿を迎えられた皆さんは、次のとおりです。
　なお、町では満 100 歳、99 歳、77 歳の方へも敬老祝金を贈呈しています。

10 月 1 日（水）より 65 歳以上の方を対象に、インフルエンザおよび新型コロナウイルス感染症の予
防接種の助成事業が始まります。対象の方にはインフルエンザと新型コロナウイルス感染症の助成券
兼予診票を一緒に送付いたします。同時期の予防接種となるので 2 種類の予防接種が混同しないよう、
内容の確認をお願いします。また、新型コロナウイルス感染症の予防接種については、今年度より国
の助成がないため助成額に変更があります。併せてご確認いただき、自己負担額の詳細は接種医療機
関にお問い合わせください。

※ 10 月 1 日までに 65 歳以上になる方には助成券兼予診票を送付いたします。
　 10 月 2 日以降接種期間中に 65 歳になる方で接種を希望される方は、65 歳に達した日以降に窓口にて予診票をお渡し
　しますので、お手数ですがいきいき健康課までお越し下さい。

問い合わせ　いきいき健康課　055-275-8785

インフルエンザ 新型コロナウイルス感染症

接種期間
令和 7年 10月 1日～
令和 8年1月 31日

令和7年 10月 1日～
令和 8年3月 31日

助成額
2,500 円 7,800 円

接種費用額（医療機関が設定する額）から助成額を引いた額が自己負担額となります。

対象者 接種当日に 65歳以上の方

インフルエンザ・新型コロナウイルス
の定期接種が始まります！

清
水
新
居

秋
山
眞
紗
代

一
之
瀬
岩
雄

伊
藤　

洋
子

齊
藤　

秀
昭

中
込　

剛
毅

中
山
富
貴
子

西
条
新
田

穴
山
美
智
子

中
澤
の
り
子

押

越

上
杉　

浅
雄

川
島　

菊
江

中
込　

邦
子

藤
本　

恊
子

増
山　

波
江

山
田
百
合
子

渡
邉　

淳
子

河
東
中
島

宮　

清
朗

宮　

宣
次

宮
萬
壽
美

志
村　

美
香

中
村
さ
だ
子

山
本
む
つ
み

紙
漉
阿
原

大
沼　

文
一

大
沼　

瓔
子

勝
野
登
志
美

河
野　
　

綠

小
林　

君
子

五
味　

勝
美

酒
井　

房
子

野
中　
　

武

花
形　

武
男

築
地
新
居

栗
原
ま
さ
子

清
水　

謙
二

内
藤　

寛
之

樋
川　

里
子

飯

喰

小
澤　
　

馨

鷹
野　

綾
子

早
川
百
合
枝

望
月　
　

正

河

西

㓛
刀
千
惠
子

佐
藤　
　

雄

宿
澤　

定
代

内
藤　

鈴
子

萩
原　

春
海

村
松　

貞
己

上
河
東

磯
部　
　

寛

田
中
紀
美
子

長
倉
美
惠
子

二
宮　

一
英

細
田　

尚
江

上
河
東
二
区

佐
々
木
富
士
子

立
川　

聖
子

（昭和11年9月16日～昭和12年9月15日生まれの方、敬称略・地区別50音順、年齢基準日　令和7年9月15日）

西
条
一
区

赤
池
ハ
マ
子

赤
池　

好
一

一
之
瀬　

渡

上
田　
　

進

金
丸
今
朝
雄

河
阪
た
か
子

佐
渡　

幸
子

末
木
美
津
子

⻆
野　

千
種

田
中　

辰
子

手
塚
甲
子
男

長
澤　

良
一

宮
川　

庄
子

由
井　

倭
枝

若
林　

勉
市

西
条
二
区

秋
山　

鶴
子

猪
飼　
　

學

井
口　

正
臣

石
川
み
ね
子

遠
藤　

松
男

小
澤
か
つ
子

小
田
切
常
彰

河
覀　
綾
子

後
藤　

睦
子

小
松　

富
夫

髙
橋　

辰
雄

田
中　
　

實

丹
尾　

敏
子

戸
邊　

一
江

中
村　

公
夫

早
川
ト
ミ
子

深
沢
み
つ
子

望
月
は
る
巳

山
岸
登
茂
江
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まち の わだい
T O W N  T O P I C S

町の「地域情報」を紹介するコーナーです。あなたの身近な話題お待ちしています。

企画財政課 広報担当（☎275-8154） kikaku@town.yamanashi-showa.lg.jp

　8月26日（火）、昭和町商工会青年部主催の「第1回ジョブチャレンジクエスト」
がイオンモール甲府昭和店で開催され、町内の小学6年生29名が参加しました。
　店舗ごとに出題されるクイズに、チームで協力して答えを導き出し、お仕事体
験先を見つけていくという内容で、本屋やカフェ、化粧品店などさまざまな職種
に挑戦。普段は見ることのできないバックヤードでの作業も体験しました。
　商工会が作成した名刺を用いて仲間同士で名刺交換を行い、交流を深めるな
ど、働く楽しさやチームワークの大切さを実感する、学びの多い一日になったの
ではないでしょうか。

未 来 の お 仕 事 に チ ャ レ ン ジ！
第 1 回 ジ ョ ブ チ ャ レ ン ジ ク エ ス ト

　8月29日（金）、南甲府警察署により国母駅に自転車盗難
への注意を呼びかける看板が設置されました。
　令和6年度の被害は国母駅で22件、常永駅で21件と多発
しています。また、被害の約7割は、無施錠であり、犯人は鍵
のかかっていない自転車を狙っている状況にあります。
　大切な自転車を守るためにも、まずは鍵をかけ、防犯意識
を高めましょう。

自 転 車 の 盗 難 に ご 注 意 を
国 母 駅 防 犯 看 板 設 置

　8月31日（日）、昭和町総合防災訓練が行われました。各地
区や消防団から被害状況の報告などの情報伝達訓練のほ
か、大地震発災時を想定した各種訓練が行われました。
　地域主催の防災訓練では、備蓄品の確認や炊き出し、初期
消火、水出し訓練のほか、地元中学生による地域防災につい
ての発表も行われ、地域ぐるみで防災意識を高める貴重な
機会となりました。

地 域の連 携で防 災 力を高める
昭 和 町 総 合 防 災 訓 練

　9月6日（土）、役場正面玄関にて「人と環境すっきりしょう
わ」と環境経済課による廃食油回収が行われました。家庭で
使い終えた天ぷら油や使い切れなかった油などが持ち込ま
れ、集まった廃食油は持続可能な航空燃料（SAF）などとし
て再資源化されます。
　こうした取り組みを通じて、身近なところから環境に配
慮した暮らしが広がっています。

廃 食 油 が 資 源 に
廃 食 油 回 収 キ ャ ラ バ ン

広報しょうわ　令和 7 年 10 月号   8



▶町長と語らいのとき
● お問い合わせください。

（総務課 ☎275-8153）
▶行政相談（※）

日時：10月15日（水）
午後1時～３時

場所：役場別棟2階 会議室(南)
（企画財政課 ☎275-8154）

▶教育相談（※）＊正午～午後１時を除く

日時：年末年始・祝日を除く
火・水・木の午前9時～
午後4時＊ 

　場所：教育員会 第一会議室
　（町青少年育成カウンセラー

☎275-6951）
▶総合相談

● お問い合わせください。
（昭和町社会福祉協議会

☎275-0640）
▶障がい者相談支援センター

「 穂のか」出張相談
日時：10月10日（金）・24日（金）

午前９時～正午
場所：総合会館1階

（福祉介護課 ☎275-8784）

※印の相談は事前連絡不要です。
直接会場にお越しください。

相 談 日

▶ボカシつくり会
日時：10月20日（月）

午後1時～
場所：総合会館裏

（環境経済課 ☎275-8355）

お知らせ

ご意見
▶町へのご意見箱（ひとりの声）

ご意見など、町政についてお気
付きのことをお寄せください。

◦ホームページ
h t t p s : / / w w w . t o w n .
showa.yamanashi.jp/
site/chocho/5151.html

◦郵送
〒409-3880 昭和町押越542-2

　　昭和町役場 総務課  宛

山梨県文化協会連合会より表彰されました
　9月3日（水）、町長室にて中山 恵子氏

（清水新居区）が山梨県文化協会連合会
からの表彰を町長に報告しました。
　中山さんは平成16年4月から昭和町
文化協会津軽三味線部の部長、平成24
年4月から昭和町文化協会の副会長と
して活動を続けており、その功績が顕
著であるとして表彰されたものです。
　当日は表彰状を手に町長へ受賞の喜
びを伝えられていました。

○稽古日・場所
毎週月曜日　押原小学校体育館
水・金曜日　昭和町総合体育館武道場

○稽古時間
午後６時４０分～８時

　昭和剣道スポーツ少年団は小学生から中学生まで幅広く剣道の稽古に励んでいます。
剣道の基本を大切に厳しくも楽しく稽古しています。剣道を通じて礼儀や仲間の大切さを
学んでいます。昭和剣道では新入団員を随時募集中です。少しでも興味がありましたら見
学、体験にぜひいらしてください。幼児の方も大歓迎です。

問い合わせ　町教育委員会 生涯学習課（☎275‐8641）

スポーツ少年団紹介スポーツ少年団紹介　　昭和剣道スポーツ少年団昭和剣道スポーツ少年団

～ かがやく昭和の人 ～
　8月2日（土）、第20回ジュニアグラウンド
ゴルフ発祥地大会（鳥取県湯梨浜町）で、河野 
瑛汰さん（西条二区）が小学生の部で見事優
勝しました。
　全国の予選を勝ち抜いた180名が集う大
会で、個人・団体ともに優勝を果たしました。
　瑛汰さんは祖父の勧めで昨年から競技を
始め、昨年は入賞を逃しましたが、今年は6月
の予選以降、土日は強化練習を続けてきまし
た。「優勝を知ったとき嬉しかった」と振り
返ります。グラウンドゴルフを通じて小学校
以外の友達もできたそうです。
　来年は小学生の部に出場できる最後の年。

「もう一度優勝を目標に頑張りたい」と力強
く語ってくれました。
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昭和町教育委員会（☎ 275-3737)

まな

はぐく

おし

NO.317　 令和 7 年１０月号

給
食
セ
ン
タ
ー

　

西
条
一
区
育
成
会
で
は
、地
域
の

多
く
の
子
ど
も
達
に
参
加
し
て
も
ら

え
る
行
事
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
永
く
伝
わ
る
伝
統
行
事

は
、西
条
一
区
祇
園
祭
子
ど
も
相
撲

大
会
と
若
宮
神
社
夏
祭
り
子
ど
も
神

輿
で
す
。今
年
の
子
ど
も
相
撲
大
会

で
は
、幼
児
か
ら
小
学
6
年
生
ま
で

約
50
名
が
参
加
し
、土
俵
の
上
で
白

熱
し
た
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
神
輿
で
は
、「
わ
っ
し
ょ
い

わ
っ
し
ょ
い
」と
大
き
な
掛
け
声
を

か
け
な
が
ら
若
宮
神
社
の
境
内
を
大

人
神
輿
と
一
緒
に
練
り
歩
き
ま
し

た
。今
年
は
小
学
校
高
学
年
の
子
ど

も
が
中
心
と
な
り
、力
強
い
姿
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。両
行
事
共
に
近

年
の
猛
暑
の
関
係
で
開
催
時
間
や
内

容
を
一
部
変
更
す
る
な
ど
工
夫
を
し

て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、安
全

第
一
の
運
営
が
で
き
ま
し
た
。

　

8
月
10
日
に
早
川
町
の「
硯
の
里

キ
ャ
ン
プ
場
」に
て
夏
季
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

バ
ス
を
利
用
し
て
の
行
事
は
コ
ロ

ナ
禍
が
明
け
て
初
め
て
で
し
た
が
、子

供
た
ち
は
朝
の
出
発
か
ら
元
気
い
っ

ぱ
い
。工
作
・
流
し
そ
う
め
ん
・
川
遊

び
・
温
泉
を
全
力
で
楽
し
み
ま
し
た
。

最
初
は
小
さ
な
虫
に
も
驚
き
大
き
な

声
を
上
げ
逃
げ
回
っ
て
い
た
子
供
た

ち
も
、い
つ
の
間
に
か
大
自
然
を
満
喫

し
、見
神
の
滝
で
の
川
遊
び
で
は
、カ

ニ
や
魚
や
キ
レ
イ
な
石
を
探
し
て
い

る
子
、泳
い
で
い
る
子
、水
か
け
っ
こ

を
し
て
い
る
子
な
ど
、た
く
さ
ん
の
笑

顔
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
お
天
気
で
し
た
が
、

大
き
な
ケ
ガ
や
体
調
を
崩
す
事
も
な

く
元
気
に
楽
し
く
参
加
し
て
く
れ
た

事
が
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
は
記
録
的
な
暑
さ
で

し
た
が
、皆
様
の
体
調
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、2
学
期
の
給
食
は
、8
月
29

日
の
中
学
校
の
給
食
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。夏
の
暑
さ
で
食
欲
の
低

下
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
の
で
、生
徒

の
皆
さ
ん
が
食
べ
や
す
い
よ
う
に

と
、く
ろ
パ
ン
、鶏
肉
の
バ
ジ
ル
焼

き
、ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、ジ
ュ
リ
ア
ン
ヌ

ス
ー
プ
、牛
乳
、そ
し
て
デ
ザ
ー
ト
の

オ
レ
ン
ジ
で
、彩
り
も
豊
か
で
食
欲

を
そ
そ
る
工
夫
を
施
し
た
献
立
に
し

ま
し
た
。

　

こ
の「
ジ
ュ
リ
ア
ン
ヌ
ス
ー
プ
」で

す
が
、こ
れ
は
野
菜
を
千
切
り
に
し

た
ス
ー
プ
で
す
。た
ま
ね
ぎ
、に
ん
じ

ん
、キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
新
鮮
な
野
菜

を
使
用
し
、野
菜
の
う
ま
み
が
し
っ

か
り
と
染
み
出
し
た
ス
ー
プ
は
、暑

い
時
期
に
も
さ
っ
ぱ
り
と
食
べ
や
す

く
仕
上
げ
て
い
ま
す
。「
ジ
ュ
リ
ア

ン
ヌ
」と
は
、フ
ラ
ン
ス
語
で「
女
性

の
髪
の
よ
う
に
細
い
」と
い
う
意
味

が
あ
り
ま
す
。

　

2
学
期
の
給
食
で
は
、通
常
の
献

立
に
加
え
、季
節
の
行
事
に
ち
な
ん

だ
特
別
メ
ニ
ュ
ー
も
盛
り
込
み
ま

す
。十
五
夜
給
食
や
冬
至
給
食
な
ど
、

四
季
折
々
の
行
事
食
や
郷
土
料
理
を

通
し
て
、食
文
化
や
季
節
の
移
ろ
い

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

ま
す
。こ
れ
ら
の
行
事
食
は
、食
育
の

一
環
と
し
て
、児
童
・
生
徒
の
皆
さ

ん
に
楽
し
く
学
び
な
が
ら
食
事
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
し
て

い
ま
す
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、こ
れ
か
ら

も
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
の
健
や
か

な
成
長
を
支
え
る
た
め
、安
全
で
お

い
し
い
給
食
を
提
供
し
続
け
ま
す
。ま

た
、食
育
を
促
進
す
る
教
材
と
し
て
、

日
々
の
給
食
を
通
じ
て
学
び
を
深
め

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、さ
ま
ざ
ま
な
メ

ニ
ュ
ー
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
。

昭
和
町
民
会
議

　
夏
の
暑
さ
を
乗
り
切
る
工
夫
と
行
事
食

活
動
紹
介　
西
条一区

▲ 8月29日の給食

活
動
紹
介　
築
地
新
居
区
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◎
7
月
定
例
教
育
委
員
会
の
審
議

内
容（
8
月
承
認
の
概
要
）は
次

の
と
お
り
で
す
。

教
育
長
報
告
事
項 

•
7
月
実
施
四
校
会
の
報
告
に
つい
て

•
小
学
校
の
運
動
会
に
つい
て

•
熱
中
症
対
策
に
つい
て

•
登
下
校
時
の
地
域
見
守
り
に
つい
て

•
服
務
規
律
の
確
保
に
つい
て

•
い
の
ち
の
教
育
に
つい
て

•
働
き
方
改
革
に
つい
て

　

 

他
生
涯
学
習
課
報
告
連
絡
事
項

学
校
教
育
課
報
告
連
絡
事
項

•
今
後
の
事
業
予
定
に
つい
て

　

 

他 教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課

甲
府
昭
和
高
校

　

令
和
7
年
度
上
半
期
昭
和
町
歴
史

講
座
の
第
3
回
目
が
7
月
30
日
に
押

原
公
園
管
理
棟
会
議
室
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

昭
和
町
歴
史
講
座
は
、毎
年
上
半

期
・
下
半
期
に
分
け
て
開
催
を
し
て

い
ま
す
。今
年
度
の
上
半
期
は
全
4

回
か
ら
な
り
、昭
和
町
・
山
梨
県
の

歴
史
に
つ
い
て
造
詣
の
深
い
方
々
を

講
師
に
お
招
き
し
、新
た
な
視
点
と

テ
ー
マ
に
よ
る
講
座
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
回
は『
禅
宗
の
絵
画
』と
題
し
、

松
田　

美
沙
子
氏（
山
梨
県
立
博
物

館　

学
芸
員
）に
ご
講
義
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
禅
宗
美
術
と
は
」と
い
う

と
こ
ろ
か
ら
講
座
が
始
ま
り
、山
梨

に
も
多
く
残
る
禅
宗
寺
院
に
は
頂
相

な
ど
、多
く
の
禅
宗
絵
画
が
今
に
至

る
ま
で
伝
わ
り
、残
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

　

下
半
期
に
つ
き
ま
し
て
も
広
報
等

に
よ
り
お
知
ら
せ
し
、募
集
を
行
う

予
定
と
な
り
ま
す
の
で
、興
味
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

昭
和
町
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和

町
在
住
の
青
少
年
等
が
、
海
外
で
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
学
校
交
流
事
業
等

を
通
じ
て
、
異
国
の
文
化
や
習
慣
、

言
語
に
触
れ
る
こ
と
で
国
際
的
視
野

を
広
げ
、
こ
れ
か
ら
の
国
際
社
会
に

対
応
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
毎
年
海
外
派
遣
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
7
年
度
も
多
く
の
申
込
み
が

あ
り
、
抽
選
に
よ
り
選
ば
れ
た
15
名

と
県
立
甲
府
昭
和
高
校
学
校
長
推
薦

に
よ
り
選
ば
れ
た
2
名
、
計
17
名
で

8
月
9
日
（
土
）
か
ら
19
日
（
火
）

ま
で
の
11
日
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

を
訪
問
し
ま
し
た
。
参
加
者
一
同
、

親
元
を
離
れ
、
海
外
の
地
で
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、
現
地
な
ら
で

は
の
特
別
な
体
験
が
で
き
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

上
半
期『
昭
和
町
歴
史
講
座
』が

開
催
さ
れ
ま
し
た

昭
和
町
青
少
年
・一般
・
教
職
員

海
外
派
遣
事
業

　

６
月
に
行
わ
れ
た
高
校
生
活
最
後
の

紫
映
祭（
学
園
祭
）で
活
躍
し
た
３
年
生

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
み
ま
し
た
。

　
３
年
目
の
紫
映
祭

　

昭
和
高
校
の
学
園
祭
は
、縦
割
り

で
６
団
に
分
か
れ
て
行
い
ま
す
。

　

私
は
今
年
の
オ
レ
ン
ジ
団
団
長

を
務
め
ま
し
た
。団
長
と
し
て
ど
う

全
校
生
徒
を
盛
り
上
げ
て
い
く
か

試
行
錯
誤
し
、ま
た
団
優
勝
を
目
指

し
て
、ク
ラ
ス
の
合
唱
や
ク
ラ
ス
企

画
な
ど
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
全

力
で
し
ま
し
た
。団
優
勝
に
は
届
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、準
備
期
間
か
ら

当
日
ま
で
の
約
１
か
月
は
最
高
の

思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　

学
園
祭
で
は
ク
ラ
ス
ご
と
合
唱

発
表
を
し
ま
す
。ク
ラ
ス
全
員
で
曲

を
選
び
練
習
内
容
を
考
え
、合
唱
曲

を
完
成
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

私
は
ク
ラ
ス
指
揮
者
と
し
て
、責

任
を
感
じ
悩
む
日
々
で
し
た
が
仲

間
の
真
剣
な
姿
に
何
度
も
励
ま
さ

れ
、必
死
に
練
習
を
続
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。本
番
で
は
全
員
の
気

持
ち
の
そ
ろ
っ
た
合
唱
を
し
、優
勝

で
き
ま
し
た
。こ
の
思
い
出
は
最
高

の
宝
物
に
な
り
ま
し
た
。

藤
ふじまき

巻 智
と も や

哉 笠
か さ い

井 文
ふ み か

美香
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　室

内
楽
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
～
日
本
と
海
外
の

　
　
　
　
　
　
世ヴ

ィ

ル

ト

ゥ

オ

ー

ソ

界
的
名
演
奏
家
を
迎
え
て
～

昭
和
町

ピアノ

小林 侑奈（山梨市出身）
Yuna Kobayashi 

フルート
矢野 正浩
Tadahiro Yano

チェロ
クリスティアン
　　　　　シュルツ
Christian Schulz

ヴァイオリン
ブルグハルト
　　　　トェルケ
Brughard Toelke 

　

フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
や
独

奏
な
ど
、
様
々
な
形
態
に
よ
る
演
奏
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

日　

時　
　

10
月
29
日
（
水
）
午
後
7
時 

開
演

　
　
　
　
　
（
開
場 

午
後
6
時
30
分
）

場　

所　
　

押
原
小
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル 

申　

込　
　

鑑
賞
を
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
ま
で
事

　
　
　
　
　

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定　

員　
　

50
名　

※
先
着
順

　

昭
和
町
教
育
委
員
会
で
は
、
地
域
に
開
か
れ
、
地

域
の
皆
さ
ま
と
共
に
あ
る
学
校
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
、
小
中
学
校
の
音
楽
鑑
賞
教
室
に
招
く
世
界
的
な

音
楽
家
た
ち
の
名
演
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

町
民
を
対
象
に
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
い
た
し
ま

す
。

　

今
回
の
演
奏
会
で
は
、
ド
イ
ツ
の
マ
イ
ン
ツ
市
立

ペ
ー
タ
ー
・
コ
ル
ネ
リ
ア
ス
音
楽
院
で
教
授
を
務
め

る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
・
ト
ェ
ル

ケ
氏
、
そ
し
て
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団
の
チ
ェ
リ
ス
ト
、

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
シ
ュ
ル
ツ
氏
を
海
外
よ
り
招し

ょ
う
へ
い
聘

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
長
ら
く
欧
州
で
演
奏
活
動
を

行
い
、
現
在
は
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
神
戸
主
宰
で
フ
ル
ー

ト
奏
者
で
あ
る
矢
野
正
浩
氏
、
そ
し
て
ル
チ
ア
ー
ノ
・

ル
チ
ア
ー
ニ
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
最
高
位
を

受
賞
す
る
な
ど
県
内
外
に
て
活
躍
す
る
山
梨
市
出
身

の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
小
林
侑
奈
氏
を
迎
え
て
の
室
内
楽

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
出
演
交
渉
を
進
め

て
い
る
奏
者
を
併
せ
た
室
内
楽
の
演
奏
会
で
す
。

　

世
界
的
な
奏
者
た
ち
に
よ
る
芸
術
性
の
高
い
音
楽

を
昭
和
町
の
皆
さ
ま
に
お
楽
し
み
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

音
楽
界
を
通
し
て
心
豊
か
な
ひ
と
と
き
と
な
り
ま

し
た
ら
幸
い
で
す
。　

○
駐
車
場
は
昭
和
町
総
合
会
館
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
☎
2
7
5-

８
６
４
１
）
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◦10月の休館日
6日（月）、12日（日）、
13日（月・祝日）、
20日（月）、27日（月）、
31日（金・月末整理日）

イベントのお知らせ

今月のおすすめ本

※事前に申し込みが必要です。
※イベントが変更または中止になる場合もございます。予めご了承ください。

「 本と私の大切な時間 」　塩田 華 

「図書館・書店・本とのちょっといい話」　

　私は本を読むことが大好きです。小さい頃から夜ねる前にお母さんが必ず本を読んで
くれました。自分で読めるようになった今でも少しむずかしい本は読んでもらいます。
　お母さんは働いていて私はおばあちゃんの家で帰りを待ちます。お母さんとすごす時
間は多くはないけれど、夜の読書タイムは私とお母さんだけの特別で大切な時間です。
お母さんの読み方は登場人物になりきって声を変え、まるで本の中の世界へ連れて行っ
てくれるようです。「次はどうなるんだろう」と想像してページをめくるのが楽しくなり
ます。小さい頃はオーバーな表現がとても面白かったけれど今は「少しやりすぎだな」と
思いながら聞いています。眠れない時は電気を消してからも私の知らない物語を話して
くれます。私はそんなお母さんとの読書タイムが大好きです。これからも二人の時間を大
切にし、大好きな本を沢山読んで色々な世界を知りたいです。

　昭和町立図書館開館35周年記念事業の一環として、「図書館・書店・本とのちょっ
といい話」を募集いたしました。たくさんのご応募ありがとうございました。
　受賞作が決定いたしましたので、今月号より受賞作品を紹介させていただきます。

『 ガマ千びきイワナ千びき 』
最上一平／作

ザ・キャビンカンパニー
／絵

文溪堂

　ガマは「登れっこないよ」と呆れつつ
も、イワナのひたむきさに憧れていた。
そして、ある大嵐の日、ついにイワナは、
滝を登っていってしまう。残されたガマ
がとった行動は…？雄大な自然が、色鮮
やかに生き生きと描かれています。ザ・
キャビンカンパニーさんのダイナミック
な絵に圧倒されてしまいそう！！

◦0,1,2歳児のおはなし会
　絵本、わらべうたなどをお楽しみく
ださい。
日 時　10月16日（木）午前11時～
対 象　0,1,2 歳児とその保護者
定 員　10組
場 所　図書館・幼児コーナー
申 込　10月1日（水）午前10時～

◦Firefly Book Club
　英語で、絵本や手遊びをお楽しみく
ださい。
日 時　10月26日（日）午前11時～
対 象　幼児～小学校低学年のお子様
定 員　10組
場 所　図書館・幼児コーナー
申 込　10月1日（水）午前10時〜

◦おはなし会
　おはなし、手遊び、絵本などをお
楽しみください。
日 時　11月1日（土）午前11時～
対 象　幼児～小学校低学年
定 員　10 組
場 所　図書館・幼児コーナー
申 込　10月5日（日）午前10時～

◦秋のおはなし会
　楽しいおはなしや絵本の読み聞か
せなど、いろどり豊かな秋のおはな
し会です。工作のお土産もあります
ので、ぜひご参加ください。
日 時　10月25日（土）午後2時～
対 象　幼児～小学生
定 員　30名
場 所　図書館・視聴覚室
申 込　10月1日（水）午前10時～

◦ふくらすずめ第15回朗読会
　「陽だまりカフェ」

　「朗読サークル ふくらすずめ」の第 15 回朗
読会です。お気軽にお申込みください。
日 時　11月21日（金）
　　　　午後1時30分～（開場1時15分）
定 員　30名
場 所　図書館・視聴覚室
出 演　昭和町朗読サークル・ふくらすずめ
申 込　10月1日（水）午前10時～

◦夕暮れコンサート
　今年度の夕暮れコンサートは、35
周年を記念し、盛大に開催いたしま
す！みなさまのご参加をお待ちして
おります
日 時　10月19 日（日）午後 4時30分～
定 員　100名
場 所　昭和町総合会館2階　軽運動室
演 奏　山上 浩幸氏　他4名
申 込　9月2日（火）午前10時～

◦令和7年度 文化講演会 　　　　昭和町立図書館開館35周年記念事業
　山梨県出身の声優、シンガーソングライターとして活躍される斉藤壮馬氏と声優、俳優、DJ等幅広く活躍される神尾晋一郎氏を
お迎えし、読書の魅力についてご講演いただきます。皆様のご来場をお待ちしております。
日 時　11 月 9 日（日）午後 2 時 30 分～（開場：午後 1 時、受付終了時刻：午後 1 時 50 分）　　　
定 員　300 名（昭和町在住者）　※申込多数の場合は、抽選とさせていただきます　　　
場 所　昭和町地域交流センター　※室内履きをご持参ください。
申 込　10 月 1 日（水）午前 10 時～ 15 日（水）午後 7 時　図書館にて受付いたします。
　　　　※申し込みの際は、住所の確認できる身分証をお持ちください。

受賞作品 
決定！

大賞作品
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問い合わせ
　環境経済課（☎275-8355）

環境
農政

かんきょうけいざい  つうしん NO.209

農
作
業
は
安
全
第
一
に
！

遊
休
農
地
の
固
定
資
産
税
課
税
強
化
に
つ
い
て

※7月の粗大ごみの日は、23日（月）になります。当日の朝、昭和町総合体育館駐車場に出してください。
　粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります。それ以外のごみは、しっかりと分別して出しましょう！

　

県
内
で
は
農
作
業
中
の
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

事
故
に
あ
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
10
月
を
「
農
作
業
安
全
運
動
の
重
点
期
間
」
と
し
て
、
農
業
者
の
皆
さ
ん
に

安
全
な
農
作
業
の
推
進
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

農
家
の
皆
さ
ん
は
次
の
点
に
注
意
し
、
農
業
機
械
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　　

少
し
の
油
断
が
大
き
な
事
故
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。「
農
作
業
は
、
焦
ら
ず
、
急
が
ず
、

慎
重
に
！
」
を
合
言
葉
に
、
農
作
業
安
全
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

農
地
法
に
基
づ
き
、
農
業
委
員
会
が
農
地
所
有
者
に
対
し
て
、
農
地
中
間
管
理
機
構
と

協
議
す
べ
き
事
を
勧
告
し
た
農
業
振
興
地
域
内
の
遊
休
農
地
を
対
象
に
、
固
定
資
産
税
の

課
税
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

 

こ
の
協
議
の
勧
告
が
行
わ
れ
る
の
は
、
機
構
へ
の
貸
付
け
の
意
思
を
表
明
せ
ず
、
自
ら
耕

作
の
再
開
も
行
わ
な
い
等
、
遊
休
農
地
を
放
置
し
て
い
る
場
合
に
限
定
さ
れ
ま
す
。

 

○
課
税
強
化　
農
地
の
評
価
額
が
1.8
倍
に
な
り
ま
す
。

○
実
施
時
期　
令
和
7
年
1
月
1
日
時
点
で
、
勧
告
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合

10
月
１
日
は
、 

浄
化
槽
の
日
で
す
！

昭
和
町
商
工
振
興
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

〜
昭
和
町
商
工
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
〜

○
作
業
時
は
安
全
に
配
慮
し
た
服
装
と
す
る
。

○
ほ
場
の
出
入
、
あ
ぜ
越
え
に
注
意
す
る
。

○
移
動
走
行
時
に
は
人
や
車
に
注
意
す
る
。

○
点
検
・
整
備
は
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
す
る
。

○
取
扱
説
明
書
・
安
全
ラ
ベ
ル
を
理
解
す
る
。

○
棚
・
支
柱
・
針
金
等
は
目
印
な
ど
で
目
立
た
せ
る
。

○
で
き
る
限
り
一
人
で
作
業
し
な
い
。 

問
い
合
わ
せ　
昭
和
町
農
業
委
員
会
事
務
局　
☎
0
5
5
︲
2
7
5
︲
8
3
5
5

　
開
所
か
ら
約
１
年
半
、
商
工
振
興
セ
ン
タ
ー
は
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
利
用
目
的
は
、
会
議
、
研
修
（
セ
ミ
ナ
ー
）、
交
流
会
、
面
接
、
打
合
せ
、

式
典
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
75
イ
ン
チ
モ
ニ
タ
ー
、W

i-Fi

も
備
え
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
や
レ

ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
利
用
さ
れ
る
方
も
増
え
て
い
ま
す
。
冷
暖
房
も
完
備
、
季

節
を
問
わ
ず
快
適
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
貸
研
修
室
概
要
〉

研
修
室
１・
２
は
そ
れ
ぞ
れ
収
容
人
数
約
30
名
、
大
人

数
の
会
議
や
研
修
、
交
流
会
な
ど
に
適
し
て
い
ま
す
。

２
部
屋
を
つ
な
げ
れ
ば
収
容
人
数
約
70
名
、
大
規
模
セ

ミ
ナ
ー
や
式
典
な
ど
に
も
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
研
修

室
３
は
収
容
人
数
約
10
名
、少
人
数
の
会
議
や
打
合
せ
、

面
接
、レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
利
用
に
最
適
で
す
。

〈
ご
利
用
方
法
〉

お
電
話
ま
た
は
昭
和
町
商
工
振
興
セ
ン
タ
ー
1
階
の
商
工
会
窓
口
に
て
、
空
き
状
況

を
ご
確
認
の
上
、
利
用
申
込
を
し
て
く
だ
さ
い
。
利
用
料
金
は
前
払
い
。
支
払
時
に

電
子
錠
の
Ｐ
Ｉ
Ｎ
コ
ー
ド
を
発
行
す
る
た
め
、
当
日
は
受
付
や
鍵
の
受
け
渡
し
な
し

で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※
ご
利
用
料
金
等
、
詳
細
は
昭
和
町
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※10月の粗大ごみの日は、10月27日（月）です。当日の朝6時30分～ 8時30分の間に、昭和町総合体育館駐車場へ出してくださ
い。そのごみ、本当に粗大ごみ？粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります！それ以外のごみは、しっかりと分別をして出してください。

　
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い
る
方
は
、年
１
回
の
法
定
検
査
の
受
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
浄
化
槽
は
、微
生
物
の
働
き
を
利
用
し
て
汚
水
を
き
れ
い
に
す
る
装
置
で
す
の
で
、適

切
な
維
持
管
理（
保
守
点
検
・
清
掃
）が
必
要
で
す
。

　
法
定
検
査
は
、日
頃
の
維
持
管
理
が
適
正
に
行
わ
れ
、浄
化
槽
か
ら
の
放
流
水
に
異
常

が
な
い
か
を
確
認
す
る
検
査
で
、毎
年
１
回
、受
検
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

検
査
の
申
込
は
、知
事
が
指
定
し
た
機
関
で
あ
る「（
一
社
）山
梨
県
浄
化
槽
協
会
」ま

で
お
願
い
し
ま
す
。
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竜王年金事務所 ☎278-1100 ／ 役場 町民窓口課 国保年金係 ☎275-8264

 シリーズ
その250国 民 年 金 年金は世代間の支えあい

年金について
もう一度考えてみませんか

　

 

昭
和
町
広
報
の
国
民
年
金
シ
リ
ー
ズ
の
今
回
は
、国

民
年
金
の
任
意
加
入
制
度
を
紹
介
し
ま
す
。

  
任
意
加
入
制
度
に
つ
い
て

　

老
齢
基
礎
年
金
は
65
歳
か
ら
受
け
取
れ
ま
す
が
、受

給
資
格
と
し
て
10
年（
１
２
０
月
）以
上
の
保
険
料
の
納

付
期
間
が
必
要
で
す
。ま
た
、20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま

で
の
40
年
間
保
険
料
を
納
め
て
い
な
け
れ
ば
、満
額
の

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
・
未
加
入
・
免

除
期
間
が
あ
る
方
は
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間

に
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

で
、受
給
資
格
を
得
た
り
、年
金
受
給
額
を
満
額
に
近
づ

け
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

  

任
意
加
入
を
す
る
条
件
に
つ
い
て

　

次
の
①
～
⑤
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
方
が
任
意

加
入
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
以
上
65
歳
未
満

　
の
方

②
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給
を
受
け
て
い
な
い
方

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
ま
で
の
保
険
料
の
納
付
月
数

　
が
４
８
０
月（
40
年
）未
満
の
方

④
厚
生
年
金
保
険
、共
済
組
合
等
に
加
入
し
て
い
な
い
方

⑤
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
で
、在
留
資
格
が「
特
定
活

　
動（
医
療
滞
在
や
観
光
等
を
目
的
と
す
る
長
期
滞

　
在
）」で
滞
在
す
る
方
で
は
な
い
方

　　

ま
た
こ
の
他
の
条
件
と
し
て
次
の
①
、②
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
も
任
意
加
入
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
年
金
の
受
給
資
格
期
間（
10
年
・
１
２
０
月
）を
満
た

　
し
て
い
な
い
65
歳
以
上
70
歳
未
満
の
方

②
外
国
に
居
住
す
る
日
本
人
で
、20
歳
以
上
65
歳
未
満

　
の
方

  

加
入
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点

●
納
付
方
法
は
口
座
振
替
で
す

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は「
外
国
に
居
住
す
る
日
本
人
で
、

20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
」を
除
き
、口
座
振
替
が
原
則
と

な
り
ま
す
。

●
さ
か
の
ぼ
っ
て
加
入
で
き
ま
せ
ん

　

加
入
月
は
任
意
加
入
の
申
出
が
あ
っ
た
月
と
な
り
、さ
か

の
ぼ
っ
て
加
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

  
お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
町
民
窓
口
課 

年
金
担
当（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

　
竜
王
年
金
事
務
所（
☎
２
７
８
‐
１
１
０
０
）

6060
歳
か
ら
の
「
任
意
加
入
」
で
も
ら
え
る
年
金
額
を
増
や
せ
ま
す
！

歳
か
ら
の
「
任
意
加
入
」
で
も
ら
え
る
年
金
額
を
増
や
せ
ま
す
！

5年間加入したと仮定した場合の保険料納付額と年金増加額は次のとおりです。
※令和7年度の保険料額、年金額（65歳時満額の831,700円）で計算しています。

●5年間の保険料納付額（総額） ・・・  1,050,600 円

●65歳から受け取る年金の増加額
　70歳  ・・・  約　　519,000円（5年間の総額）
　75歳  ・・・  約　1,039,000円（10年間の総額）
　80歳  ・・・  約　1,559,000円（15年間の総額）

年金増加額の例

5年間の
保険料
納付額

受け取る年金の
増加額（累計）

引用：日本年金機構ホームページ「あなたも国民年金を増やしませんか？」
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○
申
し
込
み
・
手
続
き

　

預
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
の
窓
口
で
お

申
し
込
み
で
き
ま
す
。取
扱
い
金
融
機
関
は
、

納
付
書
の
裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
金
融
機

関
で
す
。

　

金
融
機
関
窓
口
へ
、預
金
通
帳
、通
帳
の
届

出
印
、納
税
通
知
書
を
お
持
ち
に
な
っ
て
、口

座
振
替
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、役
場
町
民
窓
口
課
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

ー
ド（
※
）を
お
持
ち
い
た
だ
く
だ
け
で
、口
座

振
替
の
申
し
込
み
手
続
き
を
行
え
る
サ
ー
ビ

ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。役
場
に
お
越
し
の
際
、

お
気
軽
に
口
座
振
替
の
手
続
き
も
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

※
山
梨
中
央
銀
行
、甲
府
信
用
金
庫
、山
梨
信

用
金
庫
、ゆ
う
ち
ょ
銀

行
、山
梨
み
ら
い
農
協

の
普
通
預
金（
総
合
口

座
）の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
に
限
り
ま
す

No.138

交
通
事
故
な
ど
に
あ
っ
た
時
に
は

必
ず
届
出
を
！

国
民
健
康
保
険
の
主
な
収
支

国民健康保険の主な収入 国
保
だ
よ
り

お問い合わせ先
町民窓口課

☎ 275-8264

　

保
険
税
は
、納
付
書（
振
込
用
紙
）に
よ
る
納
付
の
ほ
か
、口
座
振
替
で
も
納
め
ら
れ
ま
す
。口
座
振

替
で
は
、毎
月
月
末
に
金
融
機
関
の
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
と
な
る
た
め
、納
め
忘
れ
が
な
く
、銀
行

等
に
出
向
く
手
間
が
省
け
て
便
利
で
す
。ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

保
険
税
の
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

交
通
事
故
を
は
じ
め
、
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
け
が
な
ど
を
し
た
場
合
に
も
、
国
保
で
治
療
を

受
け
ら
れ
ま
す
。
本
来
、
治
療
費
は
第
三
者
（
加
害
者
）
が
支
払
う
も
の
で
す
が
、
一
時
的
に
国
保

が
立
替
え
払
い
を
し
て
、
あ
と
か
ら
国
保
が
第
三
者
側
（
加
害
者
・
保
険
会
社
）
に
費
用
の
請
求
を

し
ま
す
。
示
談
の
前
に
必
ず
国
保
に
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
交
通
事
故（
自
損
事
故
を
含
む
）

◦
他
人
の
ペ
ッ
ト
に
噛
ま
れ
た

◦
飲
食
店
で
食
中
毒
に
な
っ
た  

な
ど

◦
不
当
な
暴
力
や
傷
害
行
為
を
受
け
て
ケ
ガ
を
し
た

◦
自
転
車
同
士
や
自
転
車
と
歩
行
者
に
よ
る
事
故

　国民健康保険の収入は、国民健康保険に加入している皆
さまから納めていただく国民健康保険税をはじめ、県から
の負担金、一般会計からの繰入金、その他納付金・返納金
等となっています。

繰入金
6.4%

1億1,910万円
保険税
26.1%

4億8,249万円

その他
1.4%

2,611万円

国・県支出金
66.1%

12億2,203万円

18億4,973万円
収入

　

国
民
健
康
保
険
は
、
昭
和
町
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ま
の
国

民
健
康
保
険
税
を
主
な
財
源
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の
決
算
か
ら
、

国
民
健
康
保
険
の
収
支
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 (

令
和
6
年
度
決
算)
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　国民健康保険の支出は、国民健康保険に加入している皆さまが病院などに
かかった時の医療費の保険者負担金（本人負担３割の場合は７割、２割の場合
は８割）である保険給付費が主な支出となります。
　また、県へ納める事業費納付金、特定健診、特定保健指導を実施するための
経費、国・県への返還金等となっています。

国民健康保険の主な支出

　

医
療
費
は
、医
療
技
術
の
進
歩
、加
入
者
の
高
齢
化
等
に
よ
り
、増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
大
切
な
国
民
健
康
保
険
を
続
け
て
い
く
た
め
、一
人
ひ
と
り
が
医
療
費
に
関
心
を
持

ち
、医
療
費
の
節
約
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

医
療
費
の
節
約
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

○
い
く
つ
も
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
の
は

や
め
ま
し
ょ
う

　

同
じ
検
査
や
診
察
の
繰
り
返
し
は
、身
体
の

負
担
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、医
療
費
の
無
駄

に
も
な
り
ま
す
。重
複
し
て
い
く
つ
も
の
お
医

者
さ
ん
に
か
か
る
の
で
は
な
く
、信
頼
の
お
け

る
主
治
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、こ
れ
ま
で
使
わ

れ
て
き
た
お
薬（
新
薬
）の
特
許
が
切
れ
た
後

に
、有
効
性
・
安
全
性
が
同
等
の
も
の
と
し
て

製
造
販
売
さ
れ
る
低
価
格
の
お
薬
で
す
。ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
選
択

は
、自
己
負
担
の
軽
減
だ

け
で
な
く
、医
療
費
全
体

の
抑
制
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。医
師
や
薬
剤
師
と
相

談
し
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
が
可
能

な
場
合
に
は
積
極
的
に
活
用
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

○
柔
道
整
復
師（
整
骨
院
・
接
骨
院
）で
保
険

証
を
使
え
る
範
囲
は
限
ら
れ
て
い
ま
す

　

柔
道
整
復
師（
整
骨
院
・
接
骨
院
）に
か
か

る
時
は
、健
康
保
険
が
使
え
る
範
囲
が
限
定
さ

れ
て
い
て
、対
象
と
な
る
の
は
、急
性
な
ど
の

外
傷
性
の
打
撲
・
捻
挫（
肉
離
れ
等
）・
骨
折
・

脱
臼
だ
け
で
す
。日
常
的
な
疲
労
か
ら
く
る
肩

こ
り
や
腰
痛
、ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
筋
肉
疲
労
、

病
気（
神
経
痛
・
リ
ウ
マ
チ
・
五
十
肩
・
関
節
炎
・

ヘ
ル
ニ
ア
等
）か
ら
く
る
痛
み
や
こ
り
、症
状

の
改
善
が
見
ら
れ
な
い
長
期
の
治
療
な
ど
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。柔
道
整
復
師
に
か
か
る

時
に
は
負
傷
の
原
因
を
正
し
く
伝
え
ま
し
ょ

う
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
が
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
、
病
院
で
安
心
し
て
診

療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
加
入
者
相
互
が
保
険
税
を
負
担
し
合
い
、
助
け
合
う
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
の
運
営
を
支
え
る
大
切
な
財
源
と
な
る
の
が
、
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い

て
い
る
保
険
税
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
加
入
の
皆
さ
ま
は
、
医
療
が
必
要
な
時
は
、
少
額
の
負
担
で
医
療
を

受
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
保
険
税
を
納
め
る
義
務
も
あ
り
ま
す
。　

　

保
険
税
は
納
期
限
を
守
り
、
必
ず
納
め
て
く
だ
さ
い
。

納
期
限
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

※	

国
民
健
康
保
険
税
は
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
コ
ン
ビ
ニ
）で
も
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。利
用
で
き
る
店
舗
は
納
付
書
の
裏
面
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、納
付
書
に
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
て
い
な
い
場
合

や
、破
損
・
汚
れ
等
で
バ
ー
コ
ー
ド
が
読
み
取
れ
な
い
場
合
、金
額
の
訂
正
が
あ

っ
た
場
合
、納
入
期
限
を
過
ぎ
て
い
る
場
合
、納
付
金
額
が
30
万
円
を
超
え
て
い

る
場
合
は
コ
ン
ビ
ニ
で
は
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

保険給付費
65.0%

11億8,083万円

その他
3.2%

5,800万円

18億1,559万円
支出

事業費納付金
31.8%

5億7,676万円
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社会福祉法人　昭和町社会福祉協議会
〒409-3864 昭和町押越 955-1
☎ 275-0640  FAX 268-3737

社協 HP Instagram LINE

－社協だより－まごころ 第 338 号

10 月の予定

●コレカラ教室
　　3日 ( 金 )　背骨コンディショニング
　　7日 ( 火 )　脳トレ体操
　15日 ( 水 )　カラダケア教室
　27日 ( 月 )　3B体操
　29日 ( 水 )　ゆがみ直し整体体操

●55キネマ映画鑑賞会
　　3日（金）

●寄せ植え教室
　22日（水）

●みそづくり教室
　25日（土）

●印の事業は、事前申し込み制です。

　
山
梨
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
で
は
、高
齢
者
の
健
康
づ

く
り
や
い
き
が
い
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト「
第
1

回
山
梨
い
き
い
き
シ
ニ
ア
ま

つ
り
」を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
者
同
士
の
交
流
を
楽
し
み
な
が
ら
美
味
し
い
み
そ
を
仕

込
み
ま
し
ょ
う
！

　
初
め
て
の
方
も
安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

初
め
て
の
み
そ
づ
く
り

初
め
て
の
み
そ
づ
く
り

教
室
の
お
知
ら
せ

教
室
の
お
知
ら
せ

第第
11
回回
山
梨
い
き
い
き
シ
ニ

山
梨
い
き
い
き
シ
ニ

ア
ま
つ
り
～
人
生
１
０
０
年

ア
ま
つ
り
～
人
生
１
０
０
年

時
代
を
明
る
く
元
気
に
～

時
代
を
明
る
く
元
気
に
～

を
開
催
し
ま
す
！

を
開
催
し
ま
す
！

令
和
令
和
77
年
度
年
度
昭
和
町
福
祉
軽
ス
ポ
ー
ツ

昭
和
町
福
祉
軽
ス
ポ
ー
ツ

　　

		

親
善
交
流
会　

参
加
者
募
集
！

親
善
交
流
会　

参
加
者
募
集
！

　

町
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、軽
ス
ポ
ー
ツ
親
善

交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。誰
で
も
簡
単
に
で
き
る
軽
ス

ポ
ー
ツ
全
６
種
目
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

日　
時 	

令
和
7
年
11
月
27
日（
木
）

	
	

※
悪
天
候
の
場
合
は
12
月
5
日（
金
）に
延
期

	
	

午
前
9
時
50
分
～
正
午
ま
で

	
	

（
受
付
は
午
前
9
時
30
分
～
）

場　
所 	

昭
和
町
総
合
体
育
館

対
象
者 	

町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

参
加
費 	

無
料

持
ち
物 	

①
動
き
や
す
い
服
装 

②
上
履
き

申
込
締
切 	

令
和
7
年
11
月
11
日（
火
）

※
お
住
い
の
地
区
の
町
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
会
長
、又
は
町

い
き
が
い
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局（
町
社
会
福
祉
協
議

会
内
）へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日　
時 	

令
和
7
年
10
月
18
日（
土
）

	
	

正
午
～
午
後
4
時
ま
で

場　
所 	

リ
ッ
チ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

	
	

総
合
市
民
会
館（
甲
府
市
）

対
象
者 	

ど
な
た
で
も

参
加
費 	

無
料

内

容

	

○
特
別
講
演

	

　
「
人
生
を
カ
ッ
コ
良
く
！
認
知
症
予

　
防
の
新
常
識
」

	
　
筑
波
大
学
名
誉
教
授 

朝
田 

隆
先
生

　

○
専
門
家
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
、

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
な
ど
の
ブ
ー
ス
企
画
が
盛
り

だ
く
さ
ん
！
ご
家
族
で
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
‼

問
い
合
わ
せ 

	

山
梨
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
０
５
５
︲
２
５
４
︲
８
６
８
８

日　
時 	
令
和
７
年
10
月
25
日（
土
）　

	
	

午
後
１
時
30
分
～
午
後
3
時

開
催
場
所  

昭
和
町
総
合
会
館 

軽
運
動
室

対
象
者	

・
昭
和
町
に
お
住
ま
い
の
方

	
	

・
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
み
そ
づ
く
り
教
室
に
初
め
て	

	

　
参
加
さ
れ
る
方

	
	

※
２
点
に
該
当
さ
れ
る
方

定　
員 	

25
組（
１
組
２
名
ま
で
）

	
	

※
同
一
世
帯
の
申
込
は
１
組（
2
名
）ま
で
と
さ
せ
て
い	

	

　
た
だ
き
ま
す
。

	
	

※
お
一
人
で
の
参
加
の
場
合
は
、中
学
生
以
上
で
す
。

参
加
費 	

１
組
１
，０
０
０
円

	
	

（
１
組
４
キ
ロ
の
味
噌
と
保
存
容
器
が
１
セ
ッ
ト
）

	
	

※
お
釣
り
が
な
い
よ
う
、当
日
現
金
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

	
	

※
当
日
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
出
来
か
ね
ま
す
の
で
、材
料
費
と	

	

　
し
て
１
，０
０
０
円
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

講　
師 	

五
味
醤
油
株
式
会
社
様

持
ち
物 	

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、マ
ス
ク
、手
袋（
必
要
な
方
）

申　
込 	

令
和
7
年
10
月
15
日（
水
）午
前
９
時
～
午
後
5
時 

	
	

※
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
電
話
に
て
お
申
込
み
下
さ
い
。

	
	

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。応
募
多
数
の
場
合
は
抽	

	

　
選
を
い
た
し
ま
す
。
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No.221
昭和町母子愛育会
事務局 いきいき健康課
　　（☎ 275-8785）

こんにちは!愛育会です!

　男女雇用機会均等法が 1986 年に施行されてから 35 年が経過し、私たちの働き方も変わったように思いま
す。当時は女性が結婚や出産を機に退職することが一般的で、家庭と職場を両立する姿はまだ少数でした。
しかし法律の整備や社会の意識の変化により、今では多くの女性が仕事を続け、職場において男女が共に活
躍する姿が当たり前となりつつあります。職場では性別を理由に差別の禁止を定めていますが、まだまだ課
題も多くあります。たとえば、セクハラやマタハラ等のハラスメントや管理職に男性が多いこと、男女の賃
金格差などです。
　職場での平等を実現するためには、企業の制度だけでなく、家庭での協力も必要です。家事や育児、介護を
男女で分け合うことで、女性は働き続けやすくなり、男性も家庭に関わることができます。たとえば、夕食
の準備や子どもの送り迎えといった小さな行動の積み重ねが、家族全体の安心感や生活の質を高め、ひいて
は職場での活躍を後押しすることにもつながります。
　男性の育児休暇の取得促進と義務化も進められています。かつては「休むと迷惑をかける」という空気が
強くありましたが、近年は「休むことが当然」と考える企業や社会の動きが広がりつつあります。こうした
流れは、次の世代にとっての働き方や家庭の在り方にも大きな影響を与えていくでしょう。
　性別にとらわれない働き方、自分らしく働ける社会の環境づくりは重要ですが、男女平等は職場だけでは
なく家庭からも広がっていくものだと思います。私たち一人ひとりが、家庭での平等を意識して行動するこ
とが、社会全体を変えていく力になると思います。

昭和町男女共同参画推進委員だよりNo.251

職場だけでなく家庭でも
昭和共に き 輝け活いき生い女

ひと
と男

ひと
とが築きあげる

21世紀のまちづくり

問い合わせ　事務局　企画財政課（☎ 275-8154）

男女共同参画推進委員会副委員長　川野 久美子（西条二区）

♪ 季節のボード ♪
愛育会で季節のボードを作成し
展示しています。
いきいき健康課入口（総合会館
内）にありますので、ぜひご覧く
ださい。

9 月のパネルは
【みんなでお月見】

8 月 24 日（日）にこども家庭センターしょうわ（いきいき健康課）と開催し、
町内外から約１００家庭、１６０人の来場があり、とても賑やかな夏祭りとなりました。

愛育会では、親子工作コーナーとして
【ちぎり絵うちわ】【折り紙こま】【紙コッ
プおもちゃ】を行い、親子で楽しく作
成しました！
その他、子どもの事故防止コーナーで
は、愛育会で作成した事故防止冊子等
を用いて保護者の方に事故防止の啓発
も行いました。

他にも、手作りお魚釣りや
輪投げ、ボーリング、お菓
子くじも楽しんでもらえた
様子♪
パンや焼きそば、かき氷な
ども大盛況でした！

１０月２２日は、１歳未満のお子さんを対象とした
ベビーマッサージのイベントを開催予定です。
詳しくはチラシや子育て応援ナビでお知らせします♡

たくさんの親子の笑顔が
見られ、親子で笑い合え
る時間となり嬉しく思い
ます。これからも地域の
親子がこころ温まる活動
を行っていきたいです。

愛育会では各子育てイベントにお手伝いいただける方を募集
しています。いきいき健康課までお問い合わせください。

【こども夏祭り】を開催しました！
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問い合わせ　南甲府警察署　生活安全課・警務課（☎ 243-0110）

電話詐欺（ニセ警察詐欺）の周知及び被害防止対策について
　令和7年6月末の山梨県内の電話詐欺被害認知件数及び被
害金額は、暫定値で37件、約1億３，２００万円であり、前年同
月比で、被害金額が、プラス約６，６００万円に上り深刻な状
況です。
　この原因は、ニセの警察官をかたって、お金をだまし取る
　　　「ニセ警察詐欺」
の増加（全体の約90％）にあります。
　ニセ警察詐欺は、固定電話、携帯電話のどちらにもかかっ
てきます。詐欺の電話の多くは、「+」で始まる国際電話や050
で始まるIP電話からです。中には、実在する警察の番号を表
示する方法でかけてくることもあります。
だましの対象は、老若男女、固定電話と携帯電話の利用者全
員です。
　典型的な手口は、まず、警察を名乗り、警察になりすまして、
　　「○○さんですか。」
　　「あなた名義の（口座、携帯電話など）が
　　不正利用されています。」
　　「話を聞かなければならないので出頭で
　　 きますか。」
などと不安をあおってきます。
　次に、困惑する被害者に対し
　　「出頭できないのであれば、ビデオ通話で対応する。」

Healthみなさんの

健康 け
ん
こ
う

企画 一般財団法人 里仁会（☎２７３－５４７５）

「夜中にふと目を覚ますと、息が苦しい。」
山梨大学医学部附属病　呼吸器内科　臨床助教 星野 佑貴

　胸の奥が重く、何かに締め付けられるような感覚。空気を吸いたいのに、思うように吸えない
——そんな経験をされたことがある方もいるかもしれません。これは、気管支喘息の発作の一つの例です。
　喘息は、気道（空気の通り道）に慢性的な炎症が起こることで、咳や息苦しさ、喘鳴（ゼーゼー、ヒューヒューという音）
などの症状を繰り返す病気です。子どもに多い病気というイメージがありますが、大人になってから発症するケースも少なく
なく、全年齢で注意が必要です。
　実は、1995 年に亡くなった歌手のテレサ・テンさんも、重い喘息発作が原因で命を落としたひとりです。彼女はアジア各
国で人気を誇り、優しい歌声で多くの人々を魅了しました。しかし、慢性的な喘息を抱え、発作に苦しんでいたことはあまり
知られていません。テレサさんは旅行先のタイで突然重い発作に見舞われ、帰らぬ人となってしまいました。彼女の死は、「喘
息は命に関わることもある」という現実を、私たちに強く突きつける出来事でした。
　ここ山梨県でも、気管支喘息でお悩みの方は少なくありません。特に春先や秋口、空気が乾燥する季節や気温差が大きい時
期に悪化しやすく、夜間や早朝に症状が強くなる方もいます。また、最近ではアレルギー性鼻炎（花粉症やハウスダストによ
るくしゃみ・鼻水・鼻づまり）を合併する患者さんも増えています。
　アレルギー性鼻炎と喘息は「上気道」と「下気道」の違いはあれど、同じアレルギー体質が関係しており、実際に両者を併
せ持つ人は珍しくありません。例えば、スギ花粉の季節に鼻の症状が悪化すると同時に、咳や喘鳴も出てくる——そんなケー
スはよく見られます。
　治療としては、まず発作を予防することが大切です。吸入ステロイド薬を中心としたコントローラー薬を毎日きちんと使う
ことで、気道の炎症を抑えることができます。発作が出たときのために、気管支拡張薬などの「レスキュー薬」を常備してお
くことも重要です。加えて、アレルギーが原因とわかっている場合は、アレルゲンの除去や回避も効果的です。
　さらに近年注目されているのが、舌下免疫療法です。これは、アレルギーの原因物質（スギ花粉やダニなど）を少量ずつ舌の
下から体内に取り入れることで、体を慣らし、アレルギー反応そのものを和らげていく治療法です。特に、アレルギー性鼻炎の
方にとっては、長期的に症状を軽減させる可能性のある選択肢ですし、間接的に喘息症状の改善にもつながることがあります。
　喘息というと、「子どもの病気」「少し苦しいくらい」と軽く捉えてしまう方もいますが、重い発作は命に関わることもあり
ます。実際、発作時の苦しさは、経験したことのない方には想像を超えるものです。吸っても吸っても空気が足りない。そん
な恐怖の中で息をすることを、想像してみてください。
　テレサ・テンさんのように、芸術的な才能に恵まれながらも、喘息の発作に命を奪われてしまった方がいる——これは決して遠い
世界の話ではありません。日頃の症状を軽く見ず、早めに医療機関での相談や検査を受けることが、将来の重症化を防ぐ第一歩です。
　もし「最近、咳が続いている」「夜中や朝方に苦しくなる」「花粉症もあるけど、春になると息も苦しい」といった自覚があ
る方は、ぜひ一度、呼吸器内科やアレルギー科にご相談ください。今の医療には、あなたの呼吸を守るための選択肢がたくさ
ん用意されています。
　深呼吸ができる日常は、当たり前のようでいて、決して当たり前ではありません。自分の息を大切にし、健やかな毎日を過
ごしていきましょう。

INFORMATION CORNER

などと言って、LINEに誘導します。
　LINEのビデオ通話には、ニセ警察官が登場し、ニセモノの警
察手帳や逮捕状を見せ、本物の警察官だと信じ込ませた上で
　　「身の潔白を証明するためには、全ての資産を調べる必
　　 要がある。」
　　「あなたの資産を全て洗浄する必要がある。」
などと言って、他人名義の口座にお金を振り込ませたり、暗
号資産や金を購入させて交付させたりして、金品をだまし取
ります。

本物の警察は
　・絶対に、国際電話やIP電話を使って電話をかけないので
　　表示された番号が国際電話やIP電話であれば、電話に出
　　ない。
　・絶対に、LINEやビデオ通話で事情聴取などはしないの
　　で、LINEに誘導されたりビデオ通話で警察手帳や逮捕
　　状を見せられたりしたら、電話を切る。
　・絶対に、お金の振込、資産や金の購入などはさせません
　　ので、電話でお金の話になったら、電話を切る。
以上のことを徹底してください。

→
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暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
の
受
け

取
り（
申
請
済
の
方
の
み
）・
電
子
証

明
書
の
更
新
・
暗
証
番
号
初
期
化

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
し
ょ
う
わ

お
や
こ
講
座
♪
バ
レ
エ
ス
ト
レ
ッ
チ

　
＆
リ
リ
ー
ス
法
♪

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

ひ
き
こ
も
り
支
援
講
演
会

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
・
シ
ェ
ア

サ
イ
ク
ル
実
証
実
験
ス
タ
ー
ト
！

コ
レ
カ
ラ
教
室（
ふ
れ
あ
い
教
室
）

11
月
の
ご
案
内

日
時　
10
月
26
日
（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

場
所　
町
民
窓
口
課
（
４
番
窓
口
）

持
ち
物

〇
カ
ー
ド
受
け
取
り
の
方

　
・
交
付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）

　
・
通
知
カ
ー
ド

　
・
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
等

の
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書

　
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
方
の
み
）

〇
電
子
証
明
書
更
新
の
方

　
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
・
暗
証
番
号
記
載
票

　
・
記
載
に
不
備
の
無
い
照
会
書
兼

回
答
書（
代
理
で
の
更
新
の
み
）

〇
暗
証
番
号
初
期
化
の
方

　
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

予
約
期
間

　
10
月
1
日
（
水
）
～
24
日
（
金
）

〇
事
前
予
約
制
に
な
り
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
町
民
窓
口
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

〇
電
子
証
明
書
更
新
を
除
き
、
必
ず

お
手
続
き
す
る
ご
本
人
が
来
庁
し
て

く
だ
さ
い
。

〇
予
約
枠
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
予
約
が
な
い
場
合
や
持
ち
物
等
に

不
足
が
あ
る
場
合
は
、
受
付
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
確
認
の
う
え

来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
当
日
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交

付
・
電
子
証
明
書
更
新
・
暗
証
番
号

初
期
化
の
み
対
応
い
た
し
ま
す
。
証

明
書
の
発
行
・
住
所
変
更
等
の
お
手

続
き
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
民
窓
口
課　
町
民
係

（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

　
山
梨
県
で
は
、
移
動
手
段
の
選
択

肢
を
増
や
し
、
地
域
の
回
遊
性
を
高

め
る
た
め
、
次
世
代
の
移
動
手
段
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
「
電
動
キ
ッ

ク
ボ
ー
ド
」や「
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
」

の
実
証
実
験
を
開
始
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
新
し
い
移
動
ス

タ
イ
ル
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

実
証
期
間　

令
和
７
年
9
月
29
日

（
月
）～
令
和
８
年
１
月
18
日（
日
）

（
予
定
）

対
象
エ
リ
ア　

甲
府
市
、
甲
斐
市
、

昭
和
町
の
一
部
地
域

ポ
ー
ト
設
置
場
所
（
※
） 

　
甲
府
駅
、
山
梨
大
学
、
湯
村
温
泉

郷
、
県
立
美
術
館
、
竜
王
駅

※
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
等
の
貸
出
・

返
却
を
行
う
無
人
の
駐
輪
場
所

対
象
者　
16
歳
以
上
の
方
（
免
許
不

要
）

利
用
料
金　
11
月
23
日
（
日
）
ま
で

無
料
（
時
間
上
限
あ
り
）

　
11
月
24
日
（
月
）
以
降
は
10
分
あ

た
り
１
０
０
円
の
従
量
制

※
詳
細
は
下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
県
Ｈ
Ｐ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
や
ま
な
し
リ
ニ
ア
・
地
域
交
通
共

　
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
務
局

（
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
６
５
９
）

　
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ピ
ア
ノ
の
メ

ロ
デ
ィ
の
中
、
ゆ
っ
た
り
と
体
も
心

も
整
え
ま
し
ょ
う
。
フ
ァ
ミ
サ
ポ
の

会
員
も
ま
だ
の
方
も
大
歓
迎
、
フ
ァ

ミ
サ
ポ
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
緒
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
8
日
・
15
日
（
水
）

　
　
　
11
月
12
日
・
26
日
（
水
）

　
①
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
②
午
後
1
時
30
分
～
2
時
30
分

　
①
②
各
4
回
講
座

場
所　
総
合
会
館
2
階
フ
ァ
ミ
サ
ポ
室

講
師　
美
倭
‘
ｓ　
Ｂ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｔ

　
　
　
ス
タ
ジ
オ

　
主
宰　
入
倉 

み
わ 

氏

　
　
　
　
竹
川 

智
那 

氏

定
員　
各
回
親
子
5
組

持
ち
物　
飲
み
物
・
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

　
　
　
　
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル

参
加
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
し
ょ
う
わ

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
１
１
５
）

　
町
で
は
、
山
梨
県
弁
護
士
会
に
よ

る
無
料
法
律
相
談
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

日
時　
10
月
19
日
（
日
）

　

 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
（
30
分
毎
に
１
件
、
計
６
件
相
談
）

場
所　
役
場　
別
棟
会
議
室

定
員　
６
名
（
町
内
在
住
者
の
み
）

受
付
開
始　
10
月
6
日
（
月
）
～

　
（
平
日
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

そ
の
他　
○
相
談
無
料
・
要
予
約

○
予
約
は
、
左
記
の
申
し
込
み
電
話

番
号
直
通
の
み
受
付

○
年
度
内
初
回
相
談
の
方
が
優
先

○
次
回
予
定
は
令
和
7
年
11
月
19
日（
水
）

※
相
談
内
容
ま
た
は
相
談
中
に
、
担

当
弁
護
士
が
相
談
内
容
に
対
し
て

利
害
関
係
が
あ
る
こ
と
が
判
断
し

た
場
合
、
相
談
を
中
止
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
法
制
係

（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
３
）

　
県
央
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
で
は
住
民

向
け
に
当
事
者
の
視
点
か
ら
ひ
き
こ

も
り
の
理
解
と
支
援
を
目
的
に
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
8
日
（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

　
（
午
後
1
時
受
付
開
始
）

会
場　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
（
笛
吹
市
石
和
町
広
瀬
６
２
６
‐
１
）

対
象　

家
族
・
当
事
者
、
経
験
者
、

支
援
者
、
関
心
の
あ
る
方

定
員　
先
着
順
３
０
０
名

参
加
料　
無
料

講
師　
一
般
社
団
法
人
ひ
き
こ
も
り

Ｕ
Ｘ
会
議
代
表
理
事

　
林 

恭
子 

氏

申
し
込
み　

11
月
4

日
（
火
）
ま
で
に

　

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
ま
た
は
電
話

（
☎
２
７
５
‐
８
７
８
４
）

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
介
護
予

防
事
業
の
一
環
と
し
て
、
誰
も
が
楽
し

め
る
い
す
に
座
っ
て
で
も
で
き
る
体
操

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
教
室
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

〈 

11
月
の
日
程 

〉

　
5
日
（
水
）
顔
ヨ
ガ　
＊

　
11
日
（
火
）
脳
ト
レ
体
操

　
14
日
（
金
）
背
骨
コ
ン
デ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ョ
ニ
ン
グ

　
17
日
（
月
）
リ
ン
パ
体
操

　
26
日
（
水
）
ゆ
が
み
直
し
整
体
体
操

時
間　
午
前
10
時
～
11
時

場
所　
町
総
合
会
館
２
階 

軽
運
動
室

対
象

　
町
内
在
住
の
概
ね
65
歳
以
上
の
方

定
員　
各
35
名
ま
で

参
加
費　
無
料

持
ち
物

汗
拭
き
タ
オ
ル
、飲
み
物
、マ
ス
ク
、

タ
オ
ル
（
体
操
で
使
う
用
）

参
加
申
し
込
み
に
つ
い
て

　
10
月
27
日
（
月
）
午
前
９
時
～

＊
新
し
い
教
室
の
紹
介
で
す
。

　
普
段
使
わ
な
い
表
情
筋
を
鍛
え
る

こ
と
で
、
た
る
み
や
し
わ
の
改
善

に
つ
な
が
り
ま
す
。
血
行
促
進
や

新
陳
代
謝
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
男

性
の
方
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

※
持
ち
物　
手
鏡

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）
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◉
昭
和
町
公
式
Ｘ（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

Ｘ（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

INFORMATION CORNER  

暮
ら
し
の
情
報

文
芸
コ
ー
ナ
ー

短
歌

天
空
の
光
り
輝
く
大
自
然

美
し
き
地
球 

神
秘
な
宇
宙

中
澤　

孝
子

浴
衣
揺
れ
下
駄
の
音
さ
え
踊
り
出
す

月
も
見
と
れ
る
真
夏
の
夜
に

小
林　

康
博

線
香
の
く
ゆ
る
煙
り
に
安
ら
ぎ
て

今
日
も
は
じ
ま
る
真
夏
の
一
日

河
田
よ
し
恵

旅
人
よ
な
に
を
求
め
て
君
は
行
く

広
い
大
地
の
豪
州
の
地
へ

石
原　

明
子

青
田
風
畝
間
に
そ
よ
ぐ
沢
瀉
は

花
を
咲
か
せ
つ
た
だ
逞
し
く

田
中　

祥
子

陽
も
落
ち
て
小
さ
な
た
ん
ぼ
カ
エ
ル
鳴
く

こ
こ
に
居
る
よ
と
伝
え
る
よ
う
に

三
橋　

雅
江

床
の
間
に 

姉
が
作
り
し
吊
る
し
雛

新
盆
だ
ね
と
そ
っ
と
呟
く

松
田　

君
江

第
103
回
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

山
梨
県
動
物
愛
護
デ
ー

「
富
士
川
大
橋
」・「
一
城
橋
」

全
面
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

第
10
回
中
央
市
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

「 

昭
和
１
０
０
年 

」

　
関
連
施
策
に
つ
い
てhttps://www.cas.

go.jp/jp/seisaku/
s h o w a 1 0 0 n e n /
portal/index.html

十
五
夜
に 

た
ら
い
に
映
る
名
月
を

楽
し
ん
だ
人 

懐
か
し
む
と
き

大
原
優
美
子

日
時　
令
和
7
年
11
月
19
日
（
水
）・

20
日
（
木
）

　
※
２
日
間
の
受
講
が
必
要
で
す

　
午
前
８
時
40
分
～
午
後
４
時
50
分

（
最
終
日
は
午
後
３
時
50
分
ま
で
）

場
所

　
甲
府
市
南
公
民
館
1
階「
大
ホ
ー
ル
」

　
（
甲
府
市
下
今
井
町
15
）

定
員　
70
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
）

受
講
料　
5
０
０
０
円

受
付

　
10
月
27
日
（
月
）
～
31
日
（
金
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

　
甲
府
地
区
消
防
本
部
査
察
課

問
い
合
わ
せ

　
甲
府
市
伊
勢
三
丁
目
８
‐
23

　
甲
府
地
区
消
防
本
部

　
　
　
査
察
課　
査
察
企
画
係

　
　
　
　
（
☎
２
２
２
‐
１
２
８
４
）

　
動
物
愛
護
週
間
事
業
と
し
て
実
施

す
る「
動
物
愛
護
デ
ー
」に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

●
イ
ベ
ン
ト

日
時　
11
月
2
日
（
日
）

　
午
前
11
時
～
午
後
2
時

場
所　
笛
吹
み
ん
な
の
広
場

　
（
笛
吹
市
石
和
町
松
本
１
４
４
２
‐
３
）

内
容
　
一
日
獣
医
師
体
験
、
犬
猫
無

　

料
健
康
相
談
、
犬
猫
飼
い
方
相
談
、

　

動
物
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
（
内

　
容
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

●
動
物
愛
護
図
画
コ
ン
ク
ー
ル

　
入
賞
作
品
展
示

日
時　
11
月
15
日
（
土
）
～

　
　
　
11
月
20
日
（
木
）
正
午
ま
で

場
所　
山
梨
県
立
図
書
館

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
福
祉
保
健
部
衛
生
薬
務
課

　
生
活
衛
生
・
動
物
愛
護
担
当

（
☎
２
２
３
‐
１
４
８
８
）

　
「
富
士
川
大
橋
」・「
一
城
橋
」
の

耐
震
補
強
工
事
を
行
う
た
め
昼
夜
全

面
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。歩
行
者・

自
転
車
等
も
通
行
で
き
ま
せ
ん
。

●
富
士
川
大
橋

規
制
期
間

　
11
月
4
日（
火
）～
12
月
5
日（
金
）

通
行
止
め
区
間

　
国
道
52
号
「
富
士
川
大
橋
西
交
差

点
」
か
ら
県
道
4
号
市
川
三
郷
富

士
川
線
「
富
士
川
大
橋
交
差
点
」

迂
回
路

　
国
道
１
４
０
号
「
三
郡
橋
」
及
び

県
道
４
号
「
富
士
橋
」

●
一
城
橋

規
制
期
間　

　
11
月
4
日（
火
）～
3
月
31
日（
火
）

通
行
止
め
区
間

　
歌
舞
伎
文
化
公
園
先
交
差
点
か
ら
み

た
ま
の
湯
温
泉
ス
タ
ン
ド
先
交
差
点

迂
回
路

　
県
道
36
号
笛
吹
市
川
三
郷
線
「
川

浦
交
差
点
」
か
ら
県
道
36
号
・
国

道
１
４
０
号
・
県
道
29
号
経
由

　

県
道
29
号
甲
府
中
央
右
左
口
線

「
作
興
橋
南
交
差
点
」

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
境
南
農
務
事
務
所　

産
業

基
盤
課
（
☎
２
４
０
‐
４
１
３
８
）

　

中
央
市
で
は
、
最
大
の
イ
ベ
ン
ト

「
中
央
市
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
を
開

催
し
ま
す
。
多
種
多
様
な
催
し
物
を

ご
用
意
し
て
み
な
さ
ん
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
11
月
3
日
（
月
・
祝
）

　

 

午
前
9
時
～
午
後
3
時
30
分

場
所　
玉
穂
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
広
場

　
（
中
央
市
乙
黒
1
番
地
1
）

内
容　
演
歌
歌
手
「
細
川
た
か
し
」
ス

テ
ー
ジ
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、

魚
の
つ
か
み
ど
り
、
特
設
遊
具
等
の

体
験
イ
ベ
ン
ト
や
模
擬
店
の
出
店
。

※
会
場
周
辺
の
駐
車
場
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
利
用
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
中
央
市
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
産
業
課
）（
☎
２
７
４
‐
８
５
６
１
）

　

令
和
８
年
（
２
０
２
６
年
）
に
、

昭
和
元
年
（
１
９
２
６
年
）
か
ら
起

算
し
て
満
１
０
０
年
を
迎
え
ま
す
。

政
府
で
は
、「
昭
和
１
０
０
年
」
関
連

施
策
と
し
て
、
地
方
公
共
団
体
や
民

間
主
体
も
含
め
て
、
全
国
で
取
組
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
下
さ
い
。
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INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

10
月
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
ご
案
内

INFORMATION CORNER

や
ま
な
し
肝
ぞ
う
デ
ー
２
０
２
５

２
市
１
町

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

リ
ウ
マ
チ
膠
原
病
市
民
講
座

各地区一世帯当たりのごみ搬出量

※「ごみ排出量」は可燃ごみと不燃ごみの１カ月の合計です。アルミ缶などの資源は除きます。

　８月は、町内の可燃ごみ
の収集量が２７９t、不燃ご
みの収集量が１０ｔとなり
ました。引き続き Reduce

（リデュース＝ごみの減量）
Reuse（リユース＝モノを
再使用）Recycle（リサイ
クル＝再資源化）の再確認、
生ごみの水切りやごみの分
別を徹底し、ごみの減量
を！！

マ
イ
ナ
救
急
の
実
証
実
験
の

ご
協
力
の
お
願
い

●行政相談について
　行政相談は、町や国、県など
への苦情や意見、要望などを相
談できる制度です。相談は無料
です。町では２人の相談員が対
応します。
日時：毎月第３水曜日
場所：役場別棟２階会議室
※事前連絡不要です。直接会場に
お越しください。

防災一口メモ　水害から蓄電池を守りましょう！
　災害時には蓄電池にためた電気を非常用電源として利用することができますが、
豪雨災害や浸水により、蓄電池そのものが被害を受けてしまう恐れもあります。
　蓄電池は内部に電気を帯電しますので、水没した時には内部の回路がショート
してしまい、感電や発熱・発火の恐れがあるため、蓄電池が水没した場合には近
づいたり触ろうとしてはいけません。
　水没した蓄電池は水が引いた後でも危険ですので、販売店やメーカーなどに連
絡を取りましょう。また、蓄電池を水没から守るには、室内設置タイプを検討す
るのも有効です。

　
商
工
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
経
営
や

仕
事
に
役
立
つ
実
践
的
な
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
詳
細
お

よ
び
最
新
情
報
は
、

昭
和
町
商
工
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
ゼ
ロ
か
ら
は
じ
め
る
ネ
ッ
ト

　
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

〈
第
１
講
座　

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
基
礎

と
成
功
事
例
を
学
ぶ
〉

日
時　
10
月
8
日
（
水
）

〈
第
２
講
座　

自
分
に
合
っ
た
Ｅ
Ｃ

サ
イ
ト
の
選
び
方
〉

日
時　
10
月
22
日
（
水
）

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

講
師　
パ
ラ
ボ
ラinc

　
坂
本 

泰
彦 

氏
、
松
浦 

萌 

氏

●google

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
活
用
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
時　
10
月
28
日
（
火
）

　
午
後
２
時
～
４
時
30
分

講
師
：
（
株
）
チ
ャ
イ
ル
ド
ピ
ー
ス

　
筑
間 

彰 

氏
、
渡
邉 

奈
月 

氏

●
事
業
承
継
相
談
会
［
予
約
制
］

日
時　
10
月
16
日
（
木
）
午
前

●
知
的
財
産
権
個
別
相
談
会［
予
約
制
］

日
時　
10
月
24
日
（
金
）
午
後

【
開
催
場
所
】

　
昭
和
町
商
工
振
興
セ
ン
タ
ー

　

２
階
研
修
室
（
西
条
９
０
２‐
１
）

問
い
合
わ
せ　
昭
和
町
商
工
会

（
☎
２
７
５
‐
３
３
４
４
）

　
今
年
も
や
ま
な
し
肝
ぞ
う
デ
ー
開

催
。
フ
ィ
ブ
ロ
ス
キ
ャ
ン
、
ス
ト

ル
ー
プ
テ
ス
ト
の
検
査
体
験
！
ク
イ

ズ
大
会
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
楽
し

い
ゲ
ー
ム
も
！
ご
家
族
み
ん
な
で
楽

し
く「
肝
ぞ
う
」に
つ
い
て
学
ぼ
う
。

日
時　
11
月
16
日
（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

場
所　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
甲
府
昭
和

　
　
　
さ
く
ら
広
場

参
加
費　
無
料

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
大
学
医
学
部　
医
療
支
援
課

　
（
平
日
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

（
☎
２
７
３
‐
９
７
３
２
）

　
甲
斐
市
・
中
央
市
・
昭
和
町
に
在

住
す
る
60
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、

シ
ル
バ
ー
事
業
の
普
及
啓
発
と
高
齢

者
の
健
康
維
持
及
び
地
域
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
10
月
31
日
（
金
）
雨
天
決
行

　
　
　
午
前
9
時
～
正
午

　
　
　
（
受
付
午
前
8
時
30
分
～
）

場
所　
甲
斐
市
双
葉
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
　
　
（
甲
斐
市
岩
森
２
７
３
２
）

　
　
※
雨
天
の
場
合
は
双
葉
体
育
館

　
　
　
（
甲
斐
市
宇
津
谷
２
２
２
１
）

　
　
　
で
実
施
い
た
し
ま
す

定
員　
１
３
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円

申
込
受
付　
10
月
10
日
（
金
）

　
午
前
8
時
30
分
か
ら
電
話
ま
た
は

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
受
付

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

公
益
社
団
法
人　

峡
中
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
☎
２
７
９
‐
６
６
２
６
）

　
　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
７
９
‐
６
６
２
０
）

　

リ
ウ
マ
チ
・ 

膠
原
病
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
11
月
1
日
（
土
）

　
　
　
午
後
3
時
～
4
時
30
分

場
所　
山
梨
大
学
医
学
部

　
　
　
臨
床
講
義
棟
大
講
義
室

定
員　
な
し

参
加
費　
無
料

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
大
学
医
学
部　
医
療
支
援
課

　
（
平
日
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

（
☎
２
７
３
‐
９
７
３
２
）

　
甲
府
地
区
消
防
本
部
で
は
、
総
務

省
消
防
庁
と
連
携
し
、
マ
イ
ナ
保
険

証
を
活
用
し
た
救
急
業
務
の
円
滑
化

に
向
け
た
実
証
事
業
を
令
和
７
年
10

月
１
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
傷
病
者
が
情
報
閲

覧
に
同
意
し
た
場
合
、
救
急
隊
員
が

傷
病
者
の
マ
イ
ナ
保
険
証
（
健
康
保

険
証
と
し
て
利
用
登
録
し
た
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
）
を
活
用
し
、
傷
病

者
の
医
療
情
報
等
を
閲
覧
す
る
こ
と

に
よ
り
、
医
療
機
関
へ
の
早
期
搬
送

と
適
切
な
医
療
提
供
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

※
意
識
不
明
等
の
同
意
取
得
困
難
時

に
限
り
、
生
命
・
身
体
の
保
護
を
救

急
隊
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
は
、

同
意
不
要
で
も
情
報
閲
覧
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
次
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
甲
府
地
区
消
防
本
部
救
急
救
助
課

　
　
　
　
（
☎
２
２
２
‐
１
１
９
２
）
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／
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昭和町認知症伴走型支援拠点
ひばり（町委託事業）のご案内

チャイルドシート
貸 与 事 業

利用料　無　料（１歳の誕生日の前日まで貸し出し）
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申し込み先　昭和町役場 企画財政課（☎ 275-8154）　kikaku@town.yamanashi-showa.lg.jp

　親子丼は鶏肉と玉ねぎを卵で
とじたものですが、他人丼は文
字通り、卵の親ではない牛肉や
豚肉を使います。関西では「他
人丼」と呼ぶのが一般的です
が、実は関東では「開花丼」と
呼ばれています。これは関東で
は牛肉と玉ねぎが文明開化で広
く食べられるようになったこと
からだと言われています。
　親子丼は地方によって具材の
組み合わせがあり、よく知られ
ているものでは北海道では鮭と
いくらがあります。また「いと
こ丼」というのもあり、大阪で
は鴨と卵が有名だそうです。
　食の秋、オリジナルのどんぶ
りを作ってみてはいかがでしょ
うか？

地方で呼び方が
違うどんぶり？！

認知症と診断されたご本人やご家族、介護中の方等、認知症に
関する相談をお受けします。町内にお住まいの方が対象です。
連絡先：275-9511　相談時間：平日午前 9 時から午後 4 時

他人丼

◆ 材料 4 人分

レシピ提供　紙漉阿原地区食生活改善推進員会

牛薄切り肉　100 ～ 150ｇ
青ねぎ　　　10本
生しいたけ　3 ～ 4枚
卵　　　　　4個
だし汁　　　1カップ
酒　　　　　大さじ2
しょうゆ　　大さじ4
砂糖　　　　大さじ2
焼きのり　　適宜
ご飯　　　　茶碗4杯

◆ 作り方
①	牛肉は一口大に切り、青ねぎは５㎝のざく切りにし、
　	しいたけは石づきを取って薄切りにする。
②	（Ａ）をボールに合わせ、電子レンジにかけて温める。
③	深めのフライパンに②を入れて煮立て、牛肉と
　	しいたけを入れて煮込む。
④	アクを除いてねぎを加え、卵を溶いて回し入れ、
　	好みの固さに火を通す。
⑤	丼にご飯を入れ、焼きのりをもんで散らし、④をのせる。

食育推進協議会事務局 
いきいき健康課（☎ 275-8785）

令和 6 年 6 月 8 日生（女の子）　
（父）直樹 さん（母）真明麻 さん（西条新田）

志村 茉
ま つ り

莉 ちゃん

0 歳最後の記念写真。
今は１歳になり、

ますます大怪獣に成長しています。

　

9
月
も
厳
し
い
残
暑
が
続
き
、
秋
の
訪
れ
を
実
感

し
に
く
い
日
々
と
な
り
ま
し
た
。
暑
さ
に
よ
る
疲
れ

が
溜
ま
り
や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
体
調

に
は
十
分
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
身
近
な
暮
ら
し

の
中
で
小
さ
な
秋
を
見
つ
け
な
が
ら
、
健
や
か
に
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
今
月
号
の
表
紙
は
「
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い

祭
り
」
の
ポ
ス
タ
ー
で
す
。
町
の
一
大
行
事
と
し

て
、
多
く
の
方
が
心
待
ち
に
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
祭
り
を
通
じ
て
、
世
代
を
超
え
た
交
流
や
地
域

の
つ
な
が
り
を
改
め
て
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

（A）
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